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の測量･測定器

晴度と機動性を追求したレベル付トランシットコンパス

高感度磁石分度、帰雰式5分読水平分度、望遠鏡

付大型両面気泡管等を備えて、水準測量をはじめ

あらゆる測董にこの一台で充分対応できます。

望遠鏡気泡管：両面型52％ミラー付

磁石分度：内径70％1.又は30目盛

高度分度：全円1°目盛

水平分度：5分目盛0-bac帰零方式

望遠鏡：12倍反転可能

菫量:13009

操作性に優れたコンピュータ内蔵座標計算式面積線長測定器

直線部分は頂点をｲﾝﾄするだけ､子ｲ型の場合
は円弧部分も3点のポイントだけで線上をトレー

スする必要がありません。微小図形から長大図面

まで、大型偏心トレースレンズで座ったままのラ

クな姿勢で測定できます｡亨型はあらゆる測定デ
ータを記録するミニプリンターを装備し、しかも

外部のコンピュータやプリンターとつなぐための

インターフェイスを内蔵しています。

》■直線図形は1頁点をポイントするだけで迅速測定

■曲線図形も正確に計れる

■面積のほか、線長を同時測定

■縮尺単位を反映して自動計算

■線分解能:0.05mmの高性能

■コードレス、コンパクト設計

■偏心トレースレンズとダイヤモンドローラー採用

<特長〉

X-PLAN,16ｲ〃

■3点ポイントによる円弧処理

■カタカナ表示の操作ガイド

■座標軸が任意に設定できる

■データのナンバリング機能、等
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論壇I

林業技術者は今なにをすべきか
－山縣・濱谷論稿を読んで－

たなかしげる

田中茂＊
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はじめに

森林取扱いの正確

な記録を

1）宮崎榊：森林土
壊調査と育苗技術，
造林技術の実行と成
果，昭和42年

*組合林業㈱社長

編集部から標題のテーマについて書いてほしいという依頼の電話があった

のは，山縣・濱谷両氏の論稿が出る前であった。いま，このようなことが問

題になるのは，林業の地盤沈下がいわれて久しく，林業技術者が自信を喪失

せざるをえない厳しい状況がさらに進んでいるからかと想像した。大学の林

学科を出て,大学院から研究所の10年を経て全国森林組合連合会に入り，こ

の間林政学・林業経済の勉強を続けてきたが，林業技術者として現場に立

ったことがない私に書けるだろうかと思いあぐねていた矢先，山縣・濱谷両

氏，特に濱谷教授の論稿を読んで結果はどうあれ書いてみようと思い立った

次第である。

濱谷教授は「森林・林業のように長い期間を要するものに対してなぜこう

も経験や研究成果が生かされず，また短期に政策が変わるのであろうか」と

いわれる。このことは事業について顕著にいえることではなかろうか。林業，

特に造林は，事業そのものが試験研究の性格を持つことがしばしばあるから

である。戦前の未立木地に造林をした特別経営期の国有林，戦後の拡大造林

時代の国有林と民有林では，人工造林の経験がない土地に大量の造林が行わ

れたわけだから，成功とともにかなりの失敗例があったのも当然といえる。

大事なことは成功だけでなく，失敗についてその原因を解析し，正確に記録

しておくことである。わずかだが拡大造林の現地を見て，明らかに林種転換

の失敗であったと思われる風衝地，東霜害の常襲地を見たことがある。不成

績造林地というより不適地造林としかいいようがない箇所である。

かつて多くの予算を投入して森林土壌調査が行われ，それが国有林の経営

案の編成や民有林の適地適木調査に利用されたが，前記の不適地造林は，拡

大造林政策の進め方に原因があったのか,林業技術の在り方に問題があった

のか。かつて宮崎榊さんから，「現地を見ずに，形式的に土壌型の名前のみ

で適地選定や計画に利用されてはならない。土壌型が作られた原因と結果を

よく認識して，樹種と植栽方法を決めるべきだ｣!)という趣旨の話を聞いたこ
せいち

とがある。技術がマニュアル書でどんなに精織にできていても，それが受験

勉強のようにたたき込まれるだけでは，現地で生きた創造的な技術として身

につかないと思う。私が学生時代に故館脇操教授から北海道の天然林を前
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にして「この森林はどのようにしてできたかを言え」と常に設問され，あぶ

ら汗をかいたことを思い出す。長谷川孝三氏が「林業史が有りとすれば，少

なくとも更新を必然的ならしめた理由やその実態，すなわち自然ならびに人

為の力が長い間加わっての時間的，空間的因子に基づく調木の動態に関する

記録でなければなるまい｣2）といわれているのも同じ趣旨だと思う。

潰谷教授は，林野行政・林学研究関係者の森林生態系に対する理解が十分

でなく，工業などと同様に現代科学によって人為的な制御が可能になるとい

う妄信が，同じ問題の繰り返しと方針の短期転換を結果していると述べ，一

時の林木育種や昨今のバイテク・ブームにそれを感じるといわれている。昨

年の『林業白書』では，特集部分で｢新たな林業技術体系の構築一林業技

術のルネサンスを目指して」と題して，森林生態学を基礎として自然のメカ

ニズムを巧みに利用することに触れてはいるが，いわゆる先端的な研究と技

術に多くのページを割いている。林業技術のルネサンスとはそういうことな

のか。ルネサンスとは再生を意味し，革新のため復古という形をとる。新し

いことを追うだけではルネサンスとはいわない。林業技術を富士山に例えれ

ば,富士山は頂上の先端部分だけでなく，すそ野まで広がる本体部分一す

なわち長い経験と研究の蓄積，現存する生産技術から形成されていることに

思いを致すべきだと思う。天然林施業と広葉樹林造成技術にそれを特に強く

感ずる。

濱谷教授は日本林学会を研究者のみの集団，行政担当者や実務家と結びつ

かない学会と断じ，会長として現状に強い危機感を表明されている。実務の

世界に20年以上も身をおき,日本林学会と林業経済学会の会員である私が日

本林学会に対して抱いている感懐とまったく同じである。会員とのつながり

の中心である月刊誌『日本林学会誌』は，細分化された林学各部門の論文が

掲載されているが，専攻分野が違う私には内容も理解できず，私の努力不足

かもしれないが，興味を覚える論文が少ない。また，今日の日本林業がかか

える実践的課題にどのように生かされるのかわからないことが多い。最近は

出席することもできにくくなった年1回の大会ではあるが，大会報告には専

攻分野が違っても聴きたいと思うテーマと内容のものがかなりある。しかし，

大会報告は短報で軽いということもあって，研究業績としては軽く扱われる

という。私が林学に進んだころは，林学は実学だといわれ今でもそう信じて

いる。しかし，純粋科学と応用科学の両方は勉強しろといわれた。国立大学

の林学科の再編成が進む中で，こうした課題の解決は前進しているのだろう

か。

濱谷教授は，大正から昭和初期にかけて重要な研究が少なくなかったにも

かかわらず，どうしてこれが政策に生かされなかったのか不思議に思うとい

われている。この大正から昭和初期にかけては，国有林において皆伐作業・

人工造林から択伐作業・天然更新への方針転換が行われ，林業における政策

と技術ならびに技術者の在り方に大きな変化があった時期である｡大正10年

3

2）長谷川孝三：造
林・保護技術と林業
の技術革新，造林技
術の実行と成果，昭
和42年

実学としての林学

思想を
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3）松川恭佐：ヒバ天

然林のはなし，造林
技術の実行と成果，
昭和42年

4）秋山智英：国有林
経営史論,昭和35年

5）田中波慈女：間伐
と択伐作業・天然更
新，造林技術の実行
と成果，昭和42年

技術者は生産シス

テムの組織者

6）田中茂？森林経
理学論争の論点とそ
の社会経済的背景，
林業経済N0442,昭
和60年

7）田中茂：森林経
理森林計画の新展
開のために，森林計
画研究会報第295
号，昭和60年

に特別経営事業が打ち切りになって，国有林における予算不足が目立つよう
しや_〈ばつ

になり，不成績造林地と撫育手遅地を整理するための経費を，斫伐作業費か

ら流用することが官行斫伐事業を拡大するひとつの理由ともなった時期であ

る。

大正から昭和初期にかけては森林生態学も導入され，各地に森林更新試験

地も設定され，また恒続林思想も紹介され，森林の持つ自然的生産力を重視

する考え方が強くなっていた。松川恭佐氏が『恒続林思想」を初めて読んだ
へきれき

ときの青天の騨震という感じは3),当時の空気を如実に表している。こうした

ことが特別経営時代における人工造林偏重への反省となり，技術革新の機運

を醸成し，国有林施業集約度増進計画として立案され，天然更新汎行に関す

る予算として結実した。天然更新汎行は人工造林技術の限界を超えた，地域

の自然条件に適合した技術として想定されたようであるが，現地では皆伐作

業から択伐作業への変更が強行されたという食い違いも見られた。秋田スギ

林の択伐作業については，研究者と御料林関係者から反論が寄せられ，山林

局と秋田営林局との問でも意見の一致を見なかった。

昭和3年5月の林学会大会において，当時の学会，官界の権威者を集めて，

｢近時の森林施業法に対する造林学的考察｣と題して研究報告と討論が交わさ

れ，吉田正男氏は恒続林思想に基づく択伐作業と天然更新は当時の段階では

実現不可能であり，恒続林作業を実施するには管理組織全般にわたっての革

命的改変を必要とすると述べている。後年になって，秋山智英氏は，択伐天

然更新導入のねらいは森林更新そのものの技術上の必然性から出たというよ

りも，計画的な天然更新作業を行うことによって事業費を増額し，技術者の

増員，営林署の増設などの組織の整備と強化を図ったにもかかわらず，手段

を目的と化した点に大きな問題があったと批判している4)。しかし,天然更新

事業を担当した田中波慈女さんは，天然更新事業がひたすら造林費を節約す

る点にのみ主眼点をおいて実行されたので，失敗を繰り返したと述べてい

る5)。昭和初期の状況が60年後の現在とよく似ているといわれる。林業につ

いてはそうあってほしくない。

戦後になって国有林における技術上の大変化は,昭和30年代初頭からの天

然生林における択伐から皆伐への再転換であり，これをめぐって本誌上での

森林経理学論争，林業経済研究者の問では「林業生産力と技術」について論

議が華やかに展開された。これらについて筆者の見解はすでに述べたことが

あるが6)7)，ここでは技術者との関係で述べる。このころは木材生産の量的増

大への要求が続き，作業道・林道が未整備な中で機械化によって一時的な採

取生産力の増大を達成しようとし，育林生産については林地肥培，育種，薬

剤散布などの技術への期待が過大で，森林が持つ本来的自然力を軽視してい

た。また国有林では保続表を用いて標準年伐量を決める方式を取るようにな

ったが，この方式では担当者が森林を見る相当の能力を持つことが前提とな

っている。技術は労働過程を構成する労働対象(森林)，労働手段(機械，林

林業技術No.5681989.7



道）ならびに労働そのもの（林業労働）のいずれにもかかわるものであり，

高い林業生産力を支える技術の重要な要素に，林業労働の質があることを特

に指摘しておきたい。

半田良一氏は生産に寄与する要素として，人間・自然力・資本装備の三者

を指定し，人間は生産力発揮の次元では，諸要素の具体的な組織者として機

能すると述べている。そして日本林業がいま直面している課題の1つとして，

木材の生産・流通・加工の労働過程のそれぞれを合理化して労働生産性を向

上するとともに，各労働過程を垂直方向に組織化して能率を高める，すなわ

ち木材生産総体としてマーケッティングを実効あらしめかつトータルコスト

を縮減することを挙げている8>･

林政審議会答申（昭和61年12月）では森林整備方針の転換として，皆伐

新植による一斉林ばかりでなく，複層林，天然林施業，広葉樹林の造成，と

多様な森林づくりを提言しており，そうなれば濱谷教授が力説される森林生

態系に対する理解は重要であり，北海道から沖縄に至るまで多様な地域条件

に適合した森林型と伐出技術体系を構築することが必要である。また木材需

要の多様化に対応した森林施業ということになれば，加工利用のサイドから

樹種別，径級別の利用指針を作り，この指針をフィードバックして森林施業

に反映させるということになり，)，林業技術者は林業生産システムの組織者

であることはもとより，木材の加工利用についてのいちおうの技術知識を持

つことも必要で，なかなかたいへんな時代に突入しているわけである。

濱谷教授は経済の繁栄が人口の都市への過度集中をもたらし，国民は遠く

の山林にレジャーと自然保護という両立しがたい2つの物を求めているとし，

都市と山林との生活(経済)，文化の断絶は進む一方であるという。山縣氏は

わが国における森林と人間社会との結びつきは，最近に至るまでその森林が

所在する地域社会が中心であったが，山村では過疎化，都市では都市化の進

行により身近な森林との関係は薄くなった。しかし情報・交通体系の発展は

人々の生活空間や地域のスケールに対する認識を変え，都市と地方の関係を

変化させており，都市の人々にとって山奥の森林も，日常的な生活の一部の

ものとなり，身近な地域となったといっている。国民（といっても多数を占

める都市住民が念頭にあるようだが）の森林への要求は，大規模・浪費型の

都市文明に基づくものと悲観的な濱谷教授の見解と，情報伝達手段と交通の

発達によって森林との空間的な距離が短縮できるとの認識に立って，都市住

民と森林との新たな関係の創出に希望を持つ山縣氏の見解は対照的である。

いま「森林利用と自然保護」というテーマにそって述べると，現在は優れ

た森林は公益的機能も木材生産機能も発揮されるとか，開発か自然保護かの

こ者択一論の時代ではない。原生的自然に近い天然林については，森林の機

能をひとつの機能に特化することは可能であり，また必要だが，1人当たり

森林面積で世界平均の1/3しかないといわれる日本では，2つ以上の機能を

あわせ持つ森林の複合利用でいかざるをえないだろう。この場合，どのよう

5

8）半田良一：林業経
営を考える，現代農
学論集，昭和63年

9）堀達也：森林産
業への展開，季刊林
政第36号，昭和
59年

森林利用と自然保

護
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10)内山節：山村か
ら考えはじめる，森
林利用と自然保護
（国民森林会議)．昭
和63年

な林業技術体系が構想されるかが課題となるが，半田教授がいわれる労費を

投じてきめ細かく管理整形された｢天然林らしい森林｣をつくること8)，演谷

教授がいわれる環境と調和した生物資源生産の方法が考え方の基準となろう。

それにしても，溌味国有林や各地のブナ林に見られる天然林保護の要請が

全国的な広がりを見せている中で，内山節氏がマックス・ウェーバーを援

用して，「技術にたずさわる者は,技術の中の日々が日常になってしまってい

るために，その技術を外から見ることができない」「自然保護と林業の問題

は，まず林業にたずさわる者自身が，これまでの日常から出て，これまでの

造林技術によってもたらされた利益と不利益をみつめなおすところからしか

始まらないのである｣'0)と述べたことばを,林業技術者がいま何をなすべきか

の答えとしたい。

＜完＞
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論壇1I 森林・林業と林学研究に

求められているもの
－山縣・濱谷論文を読んで－

もり いわお

森巌夫零

1lllllllll1lllllⅢⅢⅢll'llllllⅢⅡⅢⅢIllⅢⅢⅢIⅢlllll11llllllllll11lllllⅢⅢlllllllllllllllllllllillllllllllllllll

編集部から私に与えられたテーマは，標題にも付してあるように，本誌の

平成元年3月号(NO564)に掲載されている山縣光晶｢国有林の森林管理の在

り方について－林業と自然保護問題をめぐって」（以下，「山縣論文｣とい

う）と濱谷稔夫「日本林学会創立75周年･第100回大会記念行事の開催にあ

たって」（以下，「濱谷論文」という）の2つの論文を読んで，それについて

の感想なり意見なりを書けということであった。実は，依頼を受けた時点で

は所収誌はまだ手もとに届いておらず，したがって，両論文を拝見していな

いままに，（だからこそ）深く考えもせずに気楽にお引き受けしてしまった。

今になって「しまった」と思っても遅い。

というのは，すでに両論文を読み終えられた方ならどなたもお認めになる

ように，山縣論文も濱谷論文もともにそれぞれ独立した論説であって，両者

をいっしょに扱うわけにはいかないし，それを無理に関連づけては両氏に失

礼にあたると考えられること，また，両論文とも論理的に完結しており，あ

えて論点を開示したり，まして論争を挑んだりすべき性質のものではないこ

と，のみならず私自身，両氏の論調にほぼ全面的に賛成であることなどによ

り，書くべきコメントをほとんど持たないからである。どうして，編集部は

このような課題を設定し，私に割り当てたのだろうか。締切り日を目前にし

て，そのことを問い正すにはもはや時間がない。いまさらながら自分のうか

つさと執筆への着手が遅れたことを悔やみつつ，加えて転勤騒ぎで手もとに

資料等がそろっていないことをかこちつつ，つたない，言い訳がましい雑文

をつづって当面の責めを果たしたい。

山縣論文に倣って，私も個人的な回想から始めよう。私が今年の3月まで

勤務していた側林政総合調査研究所の前身である側林業経営研究所に入所

したのは，昭和37年だった。ちょうどそのころは，前々年の日米安保条約の

改訂を契機に日本経済は本格的な高度成長路線に移行し，神武景気に続く岩

戸景気の中で木材需要は激増し，貿易為替が自由化されてまだ日が浅く，外

材の輸入は少なかったから木材価格は急騰し，他方，農山村には安価な労働

力が豊富に滞留していたことなどに支えられ，日本林業はかつてない，その

後にもない活況を呈していた。例の農林漁業基本問題調査会の林業答申（昭

｜ⅢⅢ''''1ⅢⅢ''1111ⅢlⅢ111Ⅲ11Ⅱ

はじめに

4半世紀における

日本林業の様変わ

り

＊島根大学農学部
教授
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現場の動向と林学

研究とのギャップ

和35年)への対応をめぐって林業内部には若干の混乱や対立があり，農業や

漁業のように直ちに立法措置とはいかなかったが，従来の資源政策を基軸と

する森林法に加えて，産業経済的視点に立つ林業基本法の制定への期待も大

きく，林政もある種の昂揚期を迎えていた。少なくとも危機論よりもバラ色

ムードが支配していた。

事実，国有林の経営も民有林の経営も，表向きには比較的順調な展開を見

せていた。例えば国有林では，その財務状況ははなはだ良好で，連年巨額の

黒字を生み,昭和36年度からは剰余金の半分を一般会計に繰り入れることが

制度化されるほどの豊かさだった。民有林では，とりわけ農家林業の活動が

顕著で,それまで主流をなしていた薪炭生産は昭和32年をピークに斜陽化の

道をたどっていたものの，それに替わって人工的育成林業への取り組みは目

覚ましく，密植・肥培・短伐期を掛け声に全国的に拡大造林が強力に推進さ

れていた。

蛇足ながら，そういう状況の中で，今にして思えば，かなり潤沢な予算と

陣容を持つ林業経営研究所が創設され，私も農業・農村問題から林業・山村

問題の研究へと鞍替えしたのであった。

あれから4半世紀ちょっと。長いと見るか短いと見るかは人さまざまだが，

森林・林業の内的，外的条件の変化の激しさは筆舌に尽し難い。確かに濱谷

論文にあるように，「森林･林業の場合，生育と生態系秩序の確立には数十・

数百年の長きを要する」が，その間，世の中はじっと留まっていてはくれな

いのである。ここで，その後の推移を述べる必要はないが,上に昭和30年代

後期の特徴として列挙した諸局面と対比させつつ現状を概括しておけば，木

材需要は停滞し，外材輸入は激増してわが国木材需給を支配し，農山村は過

疎に追い込まれ，林業労働力は払底し，国有林は大型の赤字を抱え，農家林

業はすっかり意欲を喪失している。つまり，万事が180度逆転してしまって

いるのである。

もちろん，こうした状況は望ましいことではない。濱谷氏は，「昨今の林業

の低迷山村の疲弊,林野行政の苦境，そして大学における林学教育への(行

政改革の）財政的圧力等々の根底にあるものがほの見えてきた。ひと言でい

えば，経済繁栄の礎石たることを誇る現代科学と都市文明への過度の傾斜が，

それらをもたらしている」と指摘し，続けて「しかも，林業人・林学徒はそ

のことに目をつむってきた」と反省する。

前者の指摘には全く同感である。工業化・都市化・効率化・成長一本やり

の既往の社会経済運営の必然的所産として現状がとらえられる。と同時に，

現状を生ぜしめていることに対する日本林学会の責任について触れられた後

者の反省には敬服のほかはない｡学会会長としての濱谷氏のこの警告は,灘
に受け止められるべきだろう。

さて，変転するのは世の常。これを押しとどめておくことはできない。林

業とても産業である限り，社会経済総体を構成する一要素として変動するこ

林業技術No.56819897



とは避けられないし，本来実学として発達してきた林学もまた，世の中の動

きと無関連ではありえない。というより，受動的にせよ能動的にせよ，ある

いは後追い的であれ先取り的であれ，社会のニーズに的確に対応するもので

なければならない。そこに林学の林学たるゆえんがあり，林学のレーゾン・

デートルが求められる。別言すれば，実践から遊離した研究は林学では無用

なのである。

もっとも，一口に社会的ニーズとか実践といってもその内容が問題である。

最近では地球の温室効果に代表される環境問題と結びつけて森林の生態系や
ひょう

公益的・公共的側面が重視され，核問題などと同じく“全人類的価値”を標
ぽう

梯する“新しい思考”的主張も見られるが，そのことについての議論はさて

おき，研究というものはマクロの場合でもミクロの場合でも，なんのため(だ

れのため）の研究かという目的意識が常に明確にされていることが必要であ

る。濱谷氏は，おそらく同様の趣旨を持ってのことと思われるが，「行政担当

者や実務家と結びつかない学会の現状では，それらの人々と心の通い合った

研究は行われない」と現伏を嘆いておられる。表現に差はあれ，社会的ニー

ズに対応していなければ｢研究の成果は実地や行政に生かされない」し，「研

究業績の埋没」とか，ときには「林学会誌に載る研究報告の多くは学者の自

慰にすぎず，役に立たぬという批判を聞く」ことにさえなってしまう。

もとより私は，林学会の役割はそんなに軽いとは考えないが，そういう風

評を耳にしたことがないといえばうそになる。また，「研究者側にも，研究成

果を報告しっぱなしで，その意義や効果の正当な評価を求める努力を怠って

きた嫌い」を感じ，歯がゆさを覚えたこともある。やはり，濱谷氏の指摘は

決して「過剰な反省」などではなく，当面する林学研究の弱さを鋭くついた

発言として高く評価されよう。

いったい，どうして，こんな状況に立ち至ったのだろうか。涜谷氏はさま

ざまな要因が悪循環していることを強調しつつも，主として日本林学会の組

織・構成と研究者の研究態度の2つに原因を求めておられる。とりわけ，前

者に関しては行政や実務家の学会加入の少なさを批判し,後者に関しては｢研

究者の目も関連純粋科学分野の専門誌にいきがちで……先端分野の新しさば

かりを求める」傾向を挙げる。私自身はそのことの善しあしは即断できない

が（というのは，学会は基本的には研究者集団であるべきであり，研究者の

新規分野への挑戦はむしろ望ましいと考えるからである)，いずれにせよ，学

会会長のこうした具体的な問題提起がその後の学会活動にどのように反映し

ているのだろうか。その点こそ問題であって，かりそめにも馬耳東風的対応

しか見られないとすれば，まことに救い難い無気力状態に陥っていると断ぜ

ざるをえない。日本林業の発展は，林学の科学的研究成果を基礎にこそ実現

すると考えるがゆえに，あえて憎まれ口をたたいておく。

今度は山縣論文に移ろう。周知のように，林業と自然保護との関連を巡る

問題は常に古くて新しい。『林業技術』誌においてもこれまで再三論じられて

9

国有林野事業の課

題と展開の方向
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いるが，おそらくこれで終わりということはあるまい。山縣氏のこの論文も

サブタイトルに見るように，当面する国有林の森林管理問題の中核に自然保

護を位置づけておられる。その直接の背景には，昨年暮れに出された「林業

と自然保護検討委員会報告」が世間の注目を浴びており，それに基づき新た

な局面が展開するという認識がある。まさにタイムリーな論文といえよう。

ところで，自然保護問題に関して上記の濱谷論文は，末尾の部分で「林業

人・林学徒はこれまで都市文明と，主としてそこから発する自然保護の声と

に対してあまりにも従順で沈黙を守りすぎた。思うに今日の時点では，自然

保護を説く前にまず“森林，山村，文化を守れ”と主張すべきであろう」と

諭しておられる。文脈から見て自然保護に牛耳られるなとの忠告のようであ

る。これに対して山縣論文は，ほかならぬ自然保護にスポットを当てて国有

林の在るべき森林管理の方向を探っているのだから，両者は一見対照的であ

る。とはいえ，2つの論文を対立的にとらえるのは正しくない。例えば濱谷

論文にしても「林野行政・林学研究関係者の森林生態系に対する理解が十分

でない」点を批判しているのだから，世にいう自然保護の観点をも重視して

いることは疑いないし，一方，山縣論文も「国有林の森林の取扱いの基本は，

国民および経済社会の求めに応じて，森林の持つさまざまな価値をモノやサ

ービスの形で提供することにある」としており，森林の経済資源的側面にも

十分注目していることは明らかである。もし，そうでなかったなら両者はあ

まりに極論に過ぎ，科学性や冷静さに欠けるといわざるをえない。2つの論

文は主題や対象を異にしているのであり，論調の次元や力点の置き所が違う

のは，けだし当然というべきだろう。

さて，山縣氏は「林業と自然保護の問題はそれだけにとどまらず，より深

く現代社会における林業あるいは森林管理の在り方そのものにかかわる問題

である」との観点から幅広い論考を展開される。ここで山縣論文の諭旨を紹

介する紙幅はないが，主なポイントを挙げれば，現在進行しつつある「社会

のパラダイム」の大転換を踏まえて，国有林の森林管理は「これまでのよう

な森林施業の個別的技術の枠組みにおける対応だけでは調整が難しい」との

判断に立ち，例えば「個々の森林を新たな視点から機能分類」すること，特

に「今後ますます強まると見られる環境資源，文化資源としての森林」の利

用の拡大（さらに特化）を図ること，公益的機能と経済的機能との予定調和

的考え方には限界があることを認め，公益的機能の発揮については従来から

の「伐採の制限，すなわち『何をなさざる』という側面からのアプローチ」

だけでなく，より積極的に「何をなすべきか」を追求すべきこと，そのため

の費用の負担に関して応益分担方式のほかに「公益的機能の経営的内部化，

そして商業化を図る途」を検討すべきこと，さらに「森林管理の仕事に対す

る国民の参加・協力を国有林野事業の経営のシステムに組み入れること」な

どを具体的に提案しておられる。いずれも重要な問題提起であり，論旨は明

快で説得力があり，示唆に富む。

ところで，山縣論文が提唱している方向が現実化するまでには，なお検討
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すべき問題が残されているし，一定の手続きを要することはいうまでもない。

山縣氏も再三取り上げているように，広義にせよ狭義にせよ自然保護の観点

からだけでなく，いわゆる森林レクリエーションや文化・教育資源としての

森林利用など多様な要請が森林に向けられており，それらと経済活動として

の林業との調整という在来型の問題だけでなく，各種の機能や利用の相互間

の調整といった新たな問題も登場してくる。最近の傾向では，林業と自然保

護との対抗関係よりは，自然保護と森林レクリエーションとの矛盾・対立の

ほうがより深刻化しているようにさえ思われる。現在のリゾートブームがそ

れに拍車をかけている。さらに，森林と地域社会との関係についても，立地

的に森林と密着している山村で“森林離れ”の様相を呈し，森林から離れて

いる都市部から“森林ラブコール”が叫ばれるといった一見奇妙な現象も目

につく。このことは当然，森林管理の主体や費用負担の問題とも深く関連し

ている。そして，これらの問題を突き詰めてゆけば必然的に，国有林野事業

の現行の組織機構や会計方式などについても再検討を迫ることになる。山縣

論文は，こうした新局面展開に口火を切る役割を果たしてくれている。

一方，国有林における森林取扱いの基本は，国有林野経営規程によって与

えられているが，上述のような状況変化を踏まえて見直しが急がれなければ

ならない。林政統一の直後に制定された経営規程は，例の林力増強計画を背

景に改正された後，高度経済成長に合わせてさらに増伐指向が強化されて以

来この20年間，ほとんど手付かずにきている。現実の動向は180度も大転換

しているのに，である。これでは陳腐化しているとの非難は避けられまい。
ぴほう

なお，経営規程の再検討にあたっては，事態への後追い的，彌縫的措置で

はなく，変化の方向を先取りして，あらまほしき国有林に誘導するような積

極的な対応が望まれる。その際科学的な林学研究の成果は大いに活用され

るべきであり，林学研究はそのような期待に十分にこたえうるよう準備され

ていなければならない。そのことが山縣・濱谷論文が提起した問題に対する

実践的回答であると考える。

＜完＞

ll
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’ 竹下敬司

樹木根系の崩壊防止機能

｜

’

1既存の概念と問題点

崩壊跡地等での調査が入念に行われるようになって，

その間の資料の蓄積が増え，また土壌層，風化層での

断面調査で，根系分布の観察事例が蓄種されるにつれ

て，従来の常識とは異なった根系の状況に気づかれは

じめた。すなわち，崩壊が多発するような厚い土層や

湿潤な土層が分布する箇所では，基岩や堅密な層に垂

直根系が到達していることはまれであり，根系の密度

も小さいことが観察されている。滑り面に根が到達し

ていないことから，根系の杭作用がまず疑問視され，

次いで根系の連続的スラブ構造についても，必ずしも

樹木間の連続性が十分でないことが認められて，ネッ

トワーク機能についてもやや誇大視されすぎていた嫌

いがあったように感じられはじめた。

このように，これまで常識的に考えられてきた根系

の状況と，現実の崩壊地等での観察実態との間にギャ

ップがあることがわかってきたので，事実関係を明確

にする目的で，山地斜面における根系の分布機成を調

査し，さらにそれらが果たしている機能についても，

若干の実験を交えながら考え直してみることにした。

2調査方法

我々は，常に地中の状況を見ることができないので，

可視的な地上の情報から地中の根系の分布構成を推定

しうるようにしておくことが重要である。根系と地上

部の樹形との関係がわかっていれば，地上部の林木の

構成から地下部の根系の構成が推定できるからである。

その目的で,地上の林木情報として樹種,樹冠半径(上

下左右の4方向)，樹冠長，枝下高，樹高，胸高直径，

林齢，立木密度等の測定を行い，それに対応する根系

の直径別の広がり半径（上下左右の4方向，根系直径

階:1cm,3cm,5cm,10cm)と根系の深さとを測定

した(資料数を可能な限り多く取るため,根系の2～3

方向分の部分測定のものも含む)。
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3．根系の実態

胸高直径を基準にして根系(1cIn,3cm径）の広が

り（斜面の上下，両側方の半径）との関係，深さとの

関係を求めた。今回の結果は破砕帯地すべり地帯や火

山灰が厚く堆積する地帯を調査の主対象地にしたため

か，根系の広がり半径，深さとも通常の山地よりも大

きい傾向を見せていたが，これらを基に検討を進める

ことにした。

(1)根系の広がり

概括的な傾向として，直径lcmの根系の広がり半径

は樹冠半径とほぼ同一であり，直径3cmの根系の広が

りは樹冠よりも小さく8割程度であることが認められ

る。同年齢の林分での樹冠構成の推移を見ると，幼齢

から若齢の一時期以外は針葉樹，広葉樹とも個々の樹

冠が重ならずに林冠を構成し，隣接する樹冠は接触し

ていないことが知られている。

ここで根系の広がりが樹冠の広がりとほぼ同一もし

くは小さいものとすると，個々の林木の根系も互いに

分離して，林分としての根系群の連続性は期待されな

いことが示唆されている。詳しく見ると，高齢となっ

て胸高直径が大となるとスギ・ヒノキ等の根系は樹冠

よりも広くなって，隣接木との絡み合いも期待される

が，強い特性とはなっていない。

(2)根系の深さ

根系の広がり半径は，胸高直径の増加，すなわち林

齢とともに増大化する傾向を見せていたが，根系の深

さは胸高直径が20cm程度になると最大に達して1．5

m程度で頭打ちとなり，その後は伸長しない傾向を示

している。いずれにしても，崩壊面の深さに比べてみ

ると，滑り面には及んでいないこと力認められた。

4．根系ブロックの構成

掘り出されたヒノキの根系について主根の状況を精

査したところ，側方に張り出している主根の数は大略

’
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5～7本の範囲内にあることが見いだされた。そこで

主な側根の数を6本とすると，側根の形成するブロッ

ク形状は，星形ないし六角形を呈しているものと見て

よい。また，根系の深さ方向の分布を観察すると，ア

カマツやモミなどの針葉樹は，樹幹の直下に太い垂直

根が伸びて，土層中に杭状に突き刺さるような形状を

呈しているが，その他の側方根からの垂直根はこれよ

りも細く，短い。つまり，中心軸が下方にとがったこ

まのような形状と考えられる（図･l)。

これに対して広葉樹は，樹幹直下には必ずしも直根

が伸長せず，数本の下垂根がたこ足状に伸長している

のが特色である。ブロックの外形としては目立った先

端を欠くお椀状（丸底）の印象が強い。挿しスギ等の

人工造林針葉樹類は後者に近い根系を呈している。特

に，急傾斜面上の根系の状況は特色があり，土壌が比

較的厚い箇所では，側根は斜面の上下に同じように伸

びているが，土壌が薄い岩石地では，斜面の下方の根

系はもっぱら垂直方向に伸び，上方根系のみが長く伸

びる傾向がある。

5地上部の樹冠，樹幹の構成と根系の発達

広葉樹の根系は若齢時の拡大伸長が旺盛で，樹冠よ

りも広いが，高齢になると樹冠よりも小さい傾向を示

しており，これに対してスギ・ヒノキの根系の広がり

は，高齢林になると樹冠半径を上回る傾向を見せてい

るのが対照的である。このような傾向を見ると，スギ・

ヒノキの高齢林では，広葉樹林よりも高い崩壊防止機

能を発揮する可能性があるのではないかと推察される。

しかしながら，スギ･ヒノキ林では2()～30年の若齢期

図･2樹冠と根系との関係を林齢階ごとに示した模式図

広葉樹

ｳ

針葉樹

l.
ヨ

図･3地形の凹凸と樹形，根系配置との関係

（広葉樹と針葉樹とは異なる概成を示す）

の根系の広がりが広葉樹に比べて小さいので，短伐期

経営下では崩壊防止機能が高くなりえないことを物語

っている（図・2)｡

山地斜面の緩急，凹凸に対応する林木の生活形は，

針葉樹と広葉樹とでは対照的で，針葉樹の多くは樹幹

が垂直に伸長し，樹冠も上下左右互いに似通った張り

出し方を呈しているのであるが，広葉樹の多くは斜面

林業技術No.5681989.7
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が急になるほど樹幹は下方に傾き，樹冠は根株の位置

よりも，下方に偏して分布する傾向がある。また，斜

面形と根系との関係を見ると，土壌が薄く乾燥傾向の

凸斜面では，垂直根が基岩に達し,~隣接木の根系が絡

み合う確立が高いことが認められた（図・3)。

現実に崩壊が発生しやすい斜面は凹斜面であるが，

凹斜面での根系の分布は針葉樹林で高く，広葉樹林で

低いことが示されている。しかしながら，広葉樹は複

層林形を取りやすいことから，地中における根系も複

層構造を取って，互いに絡み合う確率が高くなり，単

木的な欠点が補われているものと考えられる。

森林は高齢となると，針葉樹林は単木的な根系の拡

張により，広葉樹は複層林形によって（針葉樹林も高

齢になると陰樹の侵入によって複層林形をとりやすく

なる)，根系の絡み合いがしだいに強固になり，ネット

ワーク（スラブ構造）による崩壊防止機能の増大が期

待されるのであるが,40～50年生以下の伐期齢ではこ

れも望めない。また，高齢林になっても根系の絡み合

いは尾根筋を中心にして群伏に現れる程度であり，全

林分の連続は期待されないのが実態である。

ここでさらに，垂直根の状況を見ると，土層が薄く，

乾燥性の環境下にある尾根筋ないしは尾根型の凸斜面

では，水分を求めて土壌層だけではなく基岩中に食い

入る垂直根の分布を見ることができる。また，側方根

も水を求めて伸長するため，根系の平面的広がりも樹

冠より大きい傾向にあり，林木相互の絡み合いも大き

いと想定される。つまり，尾根型の凸斜面では根系の

杭作用もネットワーク作用もともに期待できるわけで，

崩壊に対する抵抗の強い環境下にあると判断される。

しかしながら，谷型の凹斜面では土壌層が厚いうえ

に，水が集まりやすい湿性の環境下にあるため，根系

は水分を求めて基岩中にまで入り込む必要がなく，垂

直根の伸長範囲は土壌層内にとどまり基岩には達して

いないのが普通である。側方向への根系の発達も同様

に顕著ではない。統計的に見て，豪雨時に発生する崩

壊地の多くは土層が厚い凹斜面に分布していることが

知られているが，このような谷型の凹斜面では根系の

杭作用も，ネットワーク（スラブ構造）も存在しない

のが特徴として挙げられる。

6．土層内における潜在的アーチ構造の存在と

崩壊実験

上記のような根系の分布構成から見ると，崩壊の危

険性が高い凹斜面では垂直根の杭作用はほとんど期待

されず，側方根の絡み合いも必ずしも十分ではないの

林業技術No.5681989.7

が実情である。しかし，このような条件下にあり鞍が

らも’凹型斜面のすべてが崩れているわけではなく，

草生地に比べると林地の崩壊発生率がはるかに小さく，

また同じ森林山地の凹型斜面であっても，そこを覆う

森林が高齢なほど崩壊の発生面積率が小さいことが明

らかとなっている。これらの事実は，土層内に大きな

根系が大量にありさえすれば，崩壊面に対して杭作用

がなくても，また相互の絡み合いがなくても，崩壊防

止機能を発揮していることを物語っており，従来考え

られていた機能とは別の機構の存在を考慮することが

必要である。

このような状況を説明する目的で若干の実験と現地

での観察を繰り返したところ，崩壊に対する側壁抵抗

の役割が大きいことに気づいた。崩壊現地の側面を観

察すると，側壁として1～1.5m以上の高さの崖面が

しばしば存在するが，崩体と非崩壊部分の剪断面とし

てこの崖面があり，この面での抵抗として強い摩擦力

と粘着力とが働いていたことが想定された。そして，

さらに検討を進めたところ，この抵抗を生じる機構と

して土層内に潜在的にアーチ構造が形成されているこ

とが想定されるに至った。我々が滑り台に乗っている

とき，両足を広げるようにして滑り台の側壁を押すと

落下を止めることができるのであるが，このように崩

壊の側壁を押す構造として土層内にアーチ構造が形成

されていることを考えるのである。

いま平面的な滑り面上にあって，その側方部分が不

動の状態に置かれている土層を考える。単位の土層が，

その側壁での摩擦や粘着力に支えられて落下しないで

いるものとし，それらの総合抵抗力を見かけ上の摩擦

力pとする。そしてこの摩擦力pを生む標準的な摩擦

角妙を定数と考え,側壁面を押さえようとする力sが

存在することを想定する。

p=S・tand

.･.s=p/tanj

ここで，図.4に示すように崩壊土層の斜面に沿った

中心線をY軸とし,水平方向をX軸とする座標で,X

軸方向の単位長1,Y軸方向の単位長，の土層ブロッ

クを考え，それが斜面に沿って落下しようとする力を

、とする。滑り面上の単位面積当たりに加わる土層の

重量をW.,傾斜度を8，滑り面上の抵抗をrとすると，

m=w･sin8－r

中心線からxの距離にある単位ブロックでの力構

成を考えると,側方力sと下方への力、Xとがあり，そ

れらの合力の大きさfとその方向は，



15

雇扇

膣塞謹

側圧
単位ブロッ
クの下方へ
の力

５
ｍ

麹
潤

一

図･4下方に落下しようとする土層内に潜在的に構成され

るアーチ構造

f=(m2x2+s2)o･s-----------------(1)

4y/Zx=mx/s---------･-------(2)

この合力が作用している点の位置は，合力の方向を

接線とする曲線上にあるので，その曲線を力線の軌跡

と考えると，

y==ノ(mx/s)dx=mx2/2s--------･(3)

すなわち，側方力を考えた場合の力線：力の軌跡は

放物線によって示されることになる。

ここで,図･4に示されるような放物線状のアーチ構

造を想定し，放物線の接線に垂直な断面を考えると，

そこに作用する力とは直角な面であるので，面上に滑

りの成分はなく，したがって作用に対する反力，すな

わちアーチを構成している材料の圧縮強度さえが十分

であれば，この構造は破壊されないことを意味してい

る。また式(3)の意味を考えると，見かけ上の側方力s

が大きい場合，すなわち梁状に成型して置いた土砂層

が剪断破壊する面での抵抗力が大きい場合ほど，曲率

半径の大きい大形のアーチが形成され，粘着力が小さ

く脆弱な砂層などでは，小形のアーチしか形成しえな

いものと解される。

以上のように考えてくると，崩壊の危険がある土層

内に潜在的にアーチ構造があるものとすれば，土壌層

内の圧縮強度を増す要因の存在が，崩壊発生に対する

抵抗の増大もしくは維持に寄与していることになる。

先に根系の杭作用とネットワークに対して否定的な観

点を述べ，これらとは別の機構があることを仮定した

のであるが，この機構として根系ブロックによる土壌

層内の圧縮強度の増大化が考えられる。圧密された土

層が30％以下の孔隙率であるのに対して,森林土壌層

は多孔隙で50～60％もの空隙を有しており，きわめて

一

43。

一

一

図･5土層内でのアーチ構造を検証するための砂層崩壊実験

圧縮されやすい構造となっている。この土壌層内に，

ある体績を持つ根系が入り込めば土層を圧密して直接

的に圧縮強度を増すことが考えられるが，それよりも

根系が広がる範囲内に木筋構造（スラブ構造）が形成

されて，圧縮に強いブロックが出現していることが考

えられる。これを確かめるために，模型斜面の土層内

に細長な木棒を組み合わせた星形の小ブロックを配置

することによって，崩壊発生に対する抵抗が増大する

ことを実験したのであるが，予想した結果が得られ，

木筋塊のブロックが存在することによって崩壊が発生

しにくくなることが確認された。その概要を次に述べ

る。

7．アーチ構造の存在を検証する実験

数回にわたる実験の試行錯誤の結果として図.5に

示すような砂層による実験を行った。幅50cm×長さ

60cm×深さ15cnl程度の箱(底面ビニール張り）を用意

し,厚さ10cm程度の等厚の粗砂層を堆積させる。最初

に乾いた砂層を堆積させ，これをいったん水で飽和さ

せた後に脱水して均質な締め固め状態にするとともに，

含水に伴う粘着力により成型しやすいようにする。あ

らかじめ下端面は50度の傾斜に成型し,上端面は放物

線形（数回の実験で最も出現頻度の高い放物線形）に

成型しておく。また下端の両側に5cnl角の角柱を固定

林業技術No.5681989.7
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して，その上部両側壁の砂層が滑落しないようにし，

中央の砂層のみが滑落するようにしておく。

このような形状の砂層を入れた箱の上端を持ち上げ，

しだいに傾斜を急にしていく。砂層の上下両側になに

もなく，ビニール張り底面の抵抗のみがある場合は，

大略24度で滑落したが,このように両側に不動の砂層

がある場合は容易には滑落せず30度で最初の崩壊が

発生した。この崩壊は下広がりの放物線形状のもので，

上部にアーチ構造の砂層を残した下端部のみの崩壊で

ある。上部および両側の滑落崖が75度以上であり，底

面の抵抗のほかに崖面での吸潜力が抵抗として加わっ

た結果,24度よりも高角度で崩壊したものと考えられ

る。

さらに傾斜を上げていき34度を越す状態になると，

残っていたアーチ構造の砂層も崩壊した。あとに鈍角

の三角形断面を持つ放物線形の薄い砂層が残存したが，

これも40度近くになると崩壊し,全部の崩壊が完了し

た。34度で崩壊した部分は，底面の抵抗のほかに，ア

ーチ構造による側壁面の抵抗が加わったため34度の

高角度まで滑落が防止されたものと考えられる。最後

に残った三角形断面のアーチ構造は，砂層の重量に比

べて底面積と側壁面積が広く，単位重量当たりの底面

抵抗，側壁抵抗がともに大きいため,40度に近い高角

度まで崩壊を免れえたものと解される。

次に砂層内に固形小ブロックを置いて同様の実験を

繰り返したところ，第1の30度発生の崩壊は，ほぼ同

様の傾斜度で発生したが，第2の放物線構造の崩壊は，

挿入した小ブロックが多量になるほど崩れにくくなり，

最高42度まで崩壊を免れた。

第1の場合は林道の切り取りや渓岸侵食によって下

部の支えを失って発生する崩壊に類似形が見られ，第

2の機構は馬てい形の崩壊などのように長めの深い崩

壊に機能しているものと解される。

8アーチ構造を考慮した保全林の構造

土層内にアーチ構造が形成されて土層の崩落に抵抗

しているものとすると，土層の圧縮強度が問題になる。

すなわち，圧縮強度が大となるとアーチ強度の維持な

いしは増大が行われて崩壊の発生が抑止され，逆に圧

縮強度が小さいとアーチ構造が破壊されやすくなって

崩壊の発生力溶易になるものと考えられる。そして，

圧縮強度を増強する構造物として森林の根系の存在が

重要視されることになる。その状況を模式的に示すと

図・6のような構成になろう。

林齢が増大するほど崩壊の発生率が低下するという

林業技術No.5681989,7

･･･黒丸の大きさは杭効果の大きさを
指標する，

図･6崩壊地(谷型斜面）と周辺斜面(尾根型斜面）におけ
る根系の分布構成とアーチ構造(ABを頂点とし，

CD,EFを支点とするアーチ構造）

統計的な事実からこの間の森林構成を類推すると，

個々の根系の広がりと深さ力糟大し，しかもこれを構

成する根の直径とその分布密度とが大きく，また単位

面積当たりの根系ブロックの密度が大になるほど崩壊

が発生しにくくなっているものと考えられ，つまりは，

アーチ内に分布する耐圧ブロックの規模と密度と材質

強度とが大きくなるほど崩れにくくなるものと解釈さ

れる。これに対応する森林構成を根系の発達と相関が

高い森林の樹冠構成から想定すると，同一林種ならば

単木的に樹冠が大きく，しかも林分としての林冠被覆

率が高い森林，つまり，概括的には単木材積が大きく，

しかも林分としての総蓄積が大きい森林が，崩壊に対

する抵抗性が高いものとして評価されよう。

9．終わりに

ここに記載した内容は，現在，九州大学砂防学教室

で行っている研究成果に基づいて，その概要を紹介し

たものである。1987年度の砂防学会,1988年度および

1989年度の日本林学会において発表したものが骨子

となっている。研究途中段階であるので，あるいは今

後修正を必要とする部分があるようにも感じられるが，

いちおうの確信を得たものについて記載したつもりで

ある。

（たけしたけいじ・九州大学農学部）
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登内收

フローリングの昔と今

はじめに

「フローリングは景気がいいネ」と林野のO.Bにお

会いすると話しかけられる。たしかにフローリングは

総体的にはそのとおりであるが，内装材として古い歴

史があり，製造方法の制約等からフローリングの個々

の材は不況の中にあるものもあり，木質以外の素材と

の競合もあって，手放しで喜べないところが多いので，

日ごろのその問いに対する筆者の答えの意味で，述べ

てみることとした。

1．需要の変遷

わが国のフローリングは大正2年に国産の製品が初

めて作られ，人工乾燥を施した高度加工の製品として

はもっとも歴史の古い内装木質建材の1つである。当

時の建物は洋風化が取り入れられた時期であったこと

も相まって，人工乾燥されたフローリングは建築業界

から好感を持って受け入れられた。さらに昭和に入り

戦中および戦後まもなくの時代，紡績工場の床には糸

の絡みが少なく，女子従業員の健康にもよいアサダの

フローリングブロックを中心に施工されていた。

昭和20年代は外国の軍人向け住宅，昭和30年代は

小中学校の鉄筋構造化が進む中で，フローリングボー

ドは体育館，金足具付きフローリングブロックは校舎

への使用へと定着していった。昭和30年代後半に入

り，合板の付加価値を高めるための製品の1つとして

複合フローリングの製造が活発化して，国民生活の安

定と相まって，木造住宅の新設が旺盛となり，複合フ

ローリングの1×6タイプや長尺縁甲タイプの需要が

順調な伸びを示して今日に至っている。

なお，現在でも複合フローリングの需要は木造住宅

の床板の需要が主流であるが，建築業界が求める性能

の多様化や施工への注文等から，直貼りフローリング

や遮音性能を有するフローリングの開発が進み，鉄筋

構造（以下「R,C構造」という）等の集合住宅や同店

舗等からも旺盛な需要があり，最近2～3年の木質床

板は，本物指向への消費者ニーズと相まって，消費者

からの関心が非常に高まっている状況下にある。

2．生産施設の現状

木材の加工施設の変遷がそのままフローリングの生

産施設に組み入れられている。すなわち，大正年代は

製材施設で製造されていたが,昭和30年代から合板施

設の製造が加わり,昭和50年代からは新たにもう1つ

集成材施設による製造が加わって，現在では，その3

つの加工施設がフローリングの製造を担当している。

したがって,フローリングは昭和20年代までは単層フ

ローリングしか製造されていなかったが,昭和30年代

からは複合フローリングが加わり,昭和50年代に入っ

て，さらに集成フローリングも加わるなど，種類も豊

富となってきた。

ところが，この加工施設はそれぞれ製造工程を異に

していることから，それぞれ独自の特長（性能）を有

していることも加わって，安易に施設を変更すること

ができない。

単層フローリングは，ブナ・ナラ・カンパ等の広葉

樹力§主な原木のため，これらの原木の産地である北海

道・東北地方に製造工場が集中している。

複合フローリングは，ラワン合板の台板に国産有用

広葉樹を表面に貼り合せて化粧仕上げをした製品であ

るため，大阪，名古屋，北九州地方の合板工業地帯を

中心に発達している。また，この合板業は木材産業の

中では設備投資に多額を必要とするが，一方，生産量

の大型化の可能な製造方法であるため，木質床板業界

の中では規模の大きな企業が多く，この製造方法で生

産される複合フローリングの量はフローリングの生産

総量の90％程度のウエートを占めている。

さらに，昭和50年代に入り集成施設の発達に伴い，

材の適材適所の利用方法の1つとして集成フローリン

林業技術No.5681989.7
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表･1JASに示されたフローリングの種類

フロー
リング

単層フロー
リング

複合フロー
リング

’
フローリングボード

フローリングブロック

モザイクパーケット

天然木化粧複合フローリング

特殊加工化粧複合フローリング

天然木化粧複合ブロック

特殊加工化粧複合ブロック

グも生産されている。また，ヒノキ等の人工林地帯に

おいては，ヒノキのフローリングが見直され，九州地

方から四国地方へと生産地を北へ向かって拡大しつつ

ある。

3．フローリングの種類

フローリングの発達の歴史を製品の流れと製造施設

について述べると，前述のとおりである。すなわち，

大正の初めから人工乾燥を施した内装建材として建築

業界に供給してきたため，木質性の評価はフローリン

グとしては重要な要因であった。したがって木製品の

農林規格（以下「JAS」という）としては最初から

話題に上った製品であり，昭和28年4月に｢フローリ

ングの規格」が制定され今日に至っている。

フローリングの種類にはいろいろの分類があるが，

通常はJASの分類によっており，表･1のとおりであ

るが，建設業界等で使用される次の用語の意味も理解

しておくと便利である。

(1)樹種

JASに基づく樹種名は植物学の和名で呼称するこ

とになっているが，建設業界においては国産の広葉樹

の木質部の色が赤味がかったバラ科の樹種（例えばカ

バ，アサダ，ミズメ，サクラ等）をさくらと呼称して

いる。特に民需を主な需要先としている複合フローリ

ングの樹種名（複合フローリングの樹種名は化粧仕上

げの表板の樹種名で表現している）はこの慣習によっ

ている場合が多く，「さくら｣の樹種名については十分

留意する必要がある。

（2）フロア

複合フローリングは単層フローリングと区別したい

とき，流通業界は複合フローリングのことを特に「フ

ロア」と呼んでいる。したがって，単層フローリング

に限り「フローリング」と呼ぶことがあるので，「フロ

ーリング」の注文を行うときには十分に留意する必要

がある。

林業技術No.5681989.7

(3)住宅・都市整備公団の名称

住宅・都市整備公団における「工事共通仕様書」に

おいては「天然木化粧複合フローリング」についてJ

ASの表示品を前提として，次の名称が付けられてい

る。特に設計者ではこの仕様の名称がJASと材種と

は別々にひとり歩きしていることを承知しておく必要

がある。その概要は次のとおりである。

1）天然木化粧複合フローリング1種(積層フローリ

ング）：表面および裏面の単板の厚さ2mm以上,内部積

層単板は材厚2.2mm以上のブナ（または国産広葉樹）

2層，ラワンまたはカブール等3層の互層で計7層仕

上げとし，表面塗装仕上げで寸法は厚さ（15mm)×幅

(901HI11または150m111)×長さ(900mm)とする。

2）天然木化粧複合フローリング2種(ベニヤフ･ロー

リング）：台板合板は「普通合板JAS製品」であっ

て，1類2等以上であること。表面および裏面は，ブ

ナ（またはナラ・ニレ等）単板で厚さ1.2mm以上，内

部はラワン（または国産広葉樹）3層または5層仕上

げとし，表面塗装仕上げで寸法は厚さ(12m)×幅(90

mまたは150m)×長さ(1.800m)とする。

3）天然木化粧複合フローリング3種（ベニヤプロ

ア）：台板合板は｢普通合板JAS製品｣であって,1

類2等以上であること。表面および裏面はブナ（また

はナラ・ニレ等）単板の厚さ1mm以上，内部はラワン

3層で計5層とし，表面塗装仕上げで寸法は厚さ(12

RII'1)×幅(300n1i'')×長さ(1､800n'111)とする。

以上の製品を通常（）の中の名称，すなわち，積

層フローリング（通常，積層フローリングは複合の単

板の配列が繊維方向になっている複合フローリングを

いうので，この名称の複合フローリングはどちらであ

るか確認が必要)，ベニヤフローリング,ベニヤフロア

で呼ばれることが一般的である。

4．最近の需要の動向

フローリングの需要状況は表・2のとおりである。フ

ローリングは大正初期からわが国で生産し，供給して

いる製品であるため，材種別に有する製品の性能や企

業活動等から適材適所への流通経路が形成されている。

材種別の主な使用箇所は次のとおりである。

1）フローリングボード：木質性能の中の床の硬さ，

弾力性，滑り等の性能を必要とする小中学校の体育館

(バスクーット場等)が主な需要先であって，この材種の

70％近くがこの箇所へ施工している。しかし，児童数

の減少等から小中学校の新設は少なく，最近の需要量

の対前年比は横ばい状況で推移している。
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(単位：千nf,%)表･2フローリング生産量と建築着工床面積との対比表

年 昭和60年 昭和61年 昭和63年昭和62年

建築薗工
総床面積
を100と
しだウエ
ート

建築着工
総床面積
を100と
しだウエ
ート

建築着工

曾需2
しだウエ
ート

驍議
を100と
しだウエ
ート

数量

(干而）

数量

(¥nf)

量
的ｒ
数
呼

数量

(¥mm)
区 分 指数 指数 指数指数

フローリングボー陰

フローリングブロック

モザイクパーケット

小 計

2,603

1"402

528

4,533

100

100

100

100

1.3

0.7

0.3

23

2.682

1‘444

524

4,650

３
３
１
３

０
０
０
０

１
１
１
１

1.3

0.7

0.2

2.2

2.735

1,473

534

4.742

５
５
１
５

０
０
０
０

１
１
１
１

1.2

0.6

0.2

20

2,712

1,460

547

4,719

４
４
４
４

０
０
０
０

１
１
１
１

11

06

0.2

1.8

天然乾燥材

計

1‘433

6,083

1,123

5.842

２
６
７
９

0.4

2.3

1,563

6.096

100

100

0.8

3．1

２
０
９
０１

0.7

2．9

1,264

6,006

81

99

５
５
。
■

０
２

複合フローリング 38,953 22633,183 100 16.6 117 18.8 54.400 164 22.9 57,699 174

合 計 39,279 45.036 115 162 24.81帥 197 21.7 60,406 154 254 63,541

｜
利
用
区
分
再
掲
全
部
）

ｌ
弓
畠
詞
宰
冨
予
当
応
面
湾
門
Ｉ

総 菫 199,690 100 1m､0207,6帥 104 100.0237,226 119 100.0255.783 128 1000

居
商
サ
公

ス
文

住
業

ビ
・
一
務

122.722

20.555

15,045

16,737

筋
刑
仙
側

１
１
１

４
２
２
３

０
４
４
０

１
１
１
１

59.1

10.2

08

0．6

用
用
用
用

1“,453

18.405

13542

16,143

100

100

100

100

723

9．2

6．8

8．1

１
９
２
』

９
９
７
８

５ 146,916

23,303

17,492

16.344

、
ノ
ー
ラ
ノ
Ｉ
八
ｕ
〕
八
判
１

ｎ
叩
〕
ｎ
ノ
ー
、
ノ
Ｌ
ハ
Ⅲ
〕

１
１
１
１

９
８
４
９

１
９
７
６

６ 151,281

26,173

19.232

16.576

業
教

単価フローリング出荷量：農林水産省統計情報部調べ(ただし，フローリングボード，フローリングブロックの数蹴は筆者が

惟定して算出した数量である）

複合フローリング出荷量：日本複合床板工業会調べ
建築着工床面識：建設省建設経済局調べ

輸入迩等は含まれていない

指数は昭和60年を100として展開した数値である

注1)

2）

3）

4）

5）

5）複合フローリング§フローリング(木質床板)の

総体量に占める複合フローリングの割合は,昭和63年

の数値で見ても90％に達しており，これの主な用途は

住宅の床である。したがって，新設住宅着工量と複合

フローリングの需要量との関連は図･’に示すとおり

である。

最近，内需拡大のための大きな柱として，住宅政策

等に力が注がれ，新設住宅の着工戸数は昭和60年

1,236千戸（指数100),昭和61年1,365千戸（指数

110)，昭和62年1,674千戸（指数135)，昭和63年

1,685千戸(指数136）に対し，複合フローリングの出

荷壁は昭和60年34,027千㎡（指数100),昭和61年

39.928千nf(指数117),昭和62年52,449千㎡(指数

154)，昭和63年57,483千㎡（指数169）となってお

り，昭和60年から昭和63年への伸び率は新設住宅の

着工戸数では136％であるのに対し，複合フローリン

グの伸び率はその倍である169％に達しており，最近

の消費者ニーズが底支えをしているのではないかと考

えている。

5．今後の課題

2）フローリングブロック：接着剤が未発達の時代

にR.C朧造の建築物の床へフローリングを施工する

ため開発された金足具付きフローリングが主体であり，

R.C構造の小中学校等に70%近くが使用されており，

これまた，小中学校の新設の減少から，頭打ち状況に

ある。さらに形状が4～6枚の303mmのブロック状が

大部分のため，施工済の模様は市松模様に限定される。

また，接着剤の発達によって金足具のない直貼用フロ

ーリングが複合フローリング等でも製造され,R.C構

造の床への対応が拡大しているため，フローリングブ

ロックそのものの需要は横ばい，あるいは減少傾向に

ある。

3）モザイクパーケット：製造工場が少なく,需給量

に制約があり，表･2の数量は現在の生産能力そのもの

であり安定供給量である。

4）天然乾燥単層フローリング：建築用内装フロー

リングは人工乾燥が条件となっており，この材種は機

械用（例えばトラックの荷台用等）に主として使用さ

れているといわれており，建築用内装フローリングと

しては例外製品と考えられている。

林業技術N0.5681989.7
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容易になり，従来の木造構造向けと限定した製品から，

より使用範囲の広い製品へと進み,最近はR.C構造の

高層集合住宅や店舗等への床板として広く使用され，

需要拡大が計られている。しかし，特に高層集合住宅

の木質の床板は，繊維床に比して生活雑音を階下へ伝

えるとの欠点を抱えており，この欠点を除去した遮音

床の開発と普及が当面の急務となっている。もとより

フローリング自体に遮音性能を付加した製品が必要で

あるが，この問題の除去は建物の設計段階や入居者の

生活態度等に負うところも大きいので，関係者の深い

理解と協力が必要である。なお，こうしたことのほか，

正しい仕様による施工は絶対条件であり，遮音床の施

工は，遮音性能の知識の豊富なフローリングの専門業

者に施工を依頼することが肝要であるので，採用した

製品のメーカーに相談するなどの配慮をして，正しい

施工に努めてほしい。

また，床暖房に対して建築業界は積極的に取り上げ

る動きがあり，木質系床暖房の新製品の開発もフロー

リング業界としては重要な課題である。しかし，木材

は含水率の変化による収縮膨張率が他の床の素材より

大きく，遮音床以上に新製品の仕様を十分理解して，

慎重な施工を行うことが肝要である。

床板に対するいろいろな素材の製品があるが，日本

人の住環境として木質床は多くの優れた性能を有して

いるが，近代の建物の性格上，新たな欠点（例えば遮

音性能）として表面化していることもまた実態である。

したがって，フローリング業界は木質性能を生かしつ

つ，木質性能にない性能を付加した製品の開発に努め

ており，その成否がこれからのフローリングの需要安

定のカギを握るとの考え方で，業界あげて皆様の求め

る木質床板の開発に努めている。皆様のあたたかいご

支援を切にお願いして筆をおく。

（とのうちおさむ・フローリングエ業会．
日本複合床板工業会／専務理事）
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図・1新設住宅着工量と複合フローリング出荷量

最近のフローリングの需要は住宅産業の好調に支え

られ，昭和63年は過去第3位の需要量を記録してい

る。ところが,新設住宅にかげりが見られ,昭和62～63

年は160万戸台で推移したが，平成元年は150万戸台

が大方の予測である。住宅産業を主な需要先としてい

る複合フローリングは180万戸時代6,000万nfに達し

たが，120万戸時代は3,000万㎡に落ち込んだ苦い経

験がある（図｡l参照)。

最近の建物は使用目的ごとに建物が求める性能も異

なり，多種多様な製品を求めている。木質の床につい

ても接着剤の性能アップ等からR.C構造への施工も

森 林航測の発刊予定

今年度の森林航測は，第158号…9月25日，第159号･･11月25日，第160号…平成2年2月25日の3

回，発刊を予定しております。購読をご希望の方は，日本林業技術協会事業部までご一報下さい。
B5判,24頁，定価本体570円，税17円（送粍込）

〒102東京都千代田区六番町7aO3(261)5281(内線111)
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徳岡正三

中国内蒙古自治区にある一研究センターの紹介
毛烏素沙地開発整治研究中心一

表･1中国における沙漠分類の一例はじめに

1988年7月2日から9月10日まで約2カ月間
マオウス

にわたって，中国内蒙古の毛烏素沙地で緑化にか

かわる仕事をする機会が与えられた。この仕事は

トヨタ財団の助成を得て,｢中国の乾燥地における

沙漠化の機構解明と動態解析」というテーマのも

とに，1986年から3カ年計画で始まっている日中

共同のプロジェクトである。日本側は8つの大学

から約20名の研究者が参加しており,筆者はプロ

ジェクトの最終年の派遣隊員の一人として，現地

入りすることになった。現地では毛烏素沙地開発

整治研究中心（以下では「研究中心」と呼ぶ）に

泊まり込んで，文字どおり職住「密着」のもとで

仕事を進めることになった。この機会に，沙漠の

改良，利用のために設置された1つの研究センタ

ーである「研究中心」を紹介してみたい。

中国の沙漠＊

その前に中国の沙漠についてごく簡単に見てお

きたい。河野)が紹介しているところによると，

表･1のように,中国ではいわゆる沙漠を荒漠と呼

び，表面が岩石，礫，砂のいずれで覆われるかに

よって，それぞれ岩漠，礫漠，沙漠と区別する例

がある。ゴビは中国語で「戈壁」と書き，岩漠と

礫漠を含めてそう呼ぶ。そして，荒漠にはもう1

つ沙地と呼ばれるものがある。沙地とは人間の経

済活動により沙漠化した土地と定義されている。

中国に分布する荒漠を合計すると約128万km2と

なり，これは全土の13％にも達する。内蒙古自治

区について見ると，実に約40万km2,37%が荒漠で

ある3)｡中国政府はもとより，内蒙古自治区でもこ

Ｊ地土化漠

漠
漠
沙

岩
礫
二

ｌ
く
士
準
拠Ｉ

漠荒

(沙漠，沙地には砂丘がある）

うした土地を改良し，生産力を高めることは重要

な課題としてとらえている。なかでも沙地は，も

ともと比較的多くの緑を備えた土地であったから，

今後の取り扱い方次第では牧草地，あるいは耕地

として利用できる土地が多くあると見られている。

毛烏素沙地に研究センターが置かれているのは，

こうした可能性の実現に向けて努力が払われてい

る具体的な例の1つである。

毛烏素沙地と「研究中心」の位置

図･1にあるように,黄河の中流部が．の字形に
才ルドス

流れるのは,標高1,000～1,600mの郭爾多斯高原

を迂回するためで，その郭爾多斯高原の南東部に

毛烏素沙地が広がっている。「研究中心｣は北緯約

39.,東経約109°の所にあって，それは鹿児島県を

除いた九州とほぼ同じ面積の毛烏素沙地の真ん中

あたりに位置している。この「研究中心」へは，
パオトウ

まず北京から夜行列車あるいは飛行機で包頭まで
ドンシヨン

行く。そこからは，自動車で東勝市を経由し，6

～7時間で到着する。

毛烏素沙地は，広大な草原の上にたくさんの新

月形の砂山がのっているような外観を呈している

(写真)。砂山，すなわちバルハン型の砂丘は高さ

林業技術No.5681989.7
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図･1毛鳥素沙地と毛鳥素沙地開発整治研究中心の位置

ｶﾖだいたい10mぐらいまでで,年に0.6～1m程

度南東方向に移動している。こうした砂丘上には

植物はあまり見られない。一方，砂丘と砂丘の間

(これを丘間低地という)に現れる草地には比較的

多くの植物種が見られる。砂丘が遠くに離れてい

て，大規模な丘間低地のように見える所を灘地と

いうが，そこでは羊などの放牧が行われている。

冬，春には強い北西季節風が吹き，それが砂丘

の移動を促し，牧草地や耕地の破壊の原因となる

が，夏はわりあいに気温も高く，降水もあり，い

わゆる「雨熱同期」となる。地下水位も丘間低地

に水たまりができるほど高くなる。「研究中心｣に

は養魚池もあるくらいである。砂丘の移動を止め

るとともに砂丘を低平地化すれば，その上での植

物の生育も不可能ではなくなる。

「研究中心」の組織と仕事

「研究中心｣は内蒙古林業科学研究院，内蒙古水

利科学研究所，伊克昭盟林業治沙研究所の3つの

研究機関から出向する20～30名の研究者によっ

て構成されている｡研究者は3月から11月までの

9カ月間「研究中心」に泊まり込んで研究し，冬

の間はそれぞれの原職場へ帰る◎冬の厳しい環境

下で野外の研究を続けるの.は実際的には無理があ

り，冬の間はわずかな管理要員を残して閉鎖され

る。「研究中心｣は春から秋まで人が集まり，冬は

いなくなる一種の季節研究センターといえる。

「研究中心」には合計約3,430haの大きな5つ

の試験地が付属している。毛烏素沙地でも牧畜業

林業技術No.5681989.7

写真･1毛鳥素沙地の外観

が盛んであり，これを生業とする牧民の経済的な

発展を第一のねらいとして，いろいろな試験研究

が行われる。主なものは，

1.砂丘の固定，低平地化のための植物帯の造成

2.高い生産力を持つ牧草などの飼料植物の導入，

育成

3.害虫などからの保護
かき

4.作物や花卉などの栽培，普及

などの技術を開発し，実際に役立てることであ

る。こうした技術開発の根底には安定した水供給

の保障がなければならない。そこで，地下水位の

変動のモニタリングなどの水利の面からも研究が

要求されることになる。

砂丘の固定，低平地化によって，牧草地などが

飛砂害から保護されるとともに，利用できる土地

の面積も増える。やり方としては，例えば「前掻

後拉」（前をふさぎ，後を引き下げる)などの方式

が考え出されている3)‘')。これは，風上面の砂丘下

部と砂丘から少し離れた風下位置に，ある幅で植

物を植栽する。こうすると，砂丘下部の砂はその

ままで上部の砂だけ飛ばされ，それらが風下の植

物帯の前にたまる。毎年風上面の植物帯の幅を広

げていくと，ついには砂丘が低平地化され，しか

も表面が植物で覆われることになる。

ところで,｢林業科学研究院｣,｢林業治沙研究所」

の2つの研究機関の「林業～」のイメージからく

る研究と，上記2や4の研究とは合わないような

気がしないだろうか。つまり，林業といってもそ

れはかなり広い範囲をカバーする分野のようであ



る。実際，周辺の沙地で利用される高木種はほと
ハンリユウ

んどが旱柳(Salixmatsudana)で，そのほか

1，2種がわずかに試用されるぐらいである。そ

の旱柳も防風林や道路の並木としてよく植栽され

ているが，林業と呼ばれるほどの蓄積があるよう

には見えない。旱柳の重要さの1つは，この木の

あるところが「空中牧場」と呼ばれるように，そ
ヤン

の葉が家畜の飼料になることにある。低木種も楊

藥ｲ(Hedysarummongolicmn),¥=(Artemisia
シーペイシャーリユウ

ordosica),西北沙柳(Salixpsammophila)な

ど10種ほどがあるが,多く利用されるのは楊柴な

どいくつかの家畜の飼料となる植物である。毛烏

素沙地での林業は草本植物の育成にも力を注ぎ，

魚や家禽ともかかわりあって，牧畜業や牧民の生

活と密接に連係している。

おわりに

内蒙古自治区は他の省と異なって，自治区のも

とに，盟（あるいは市）－旗（あるいは県）一蘇

木（あるいは郷）の順で小さくなる行政単位が設
イーヵーヂヤオロンシントゥーヵ

けられている。「研究中心｣は伊克昭盟烏審旗図克

蘇木という所に所在する。「研究中心｣は烏審旗な

どと協定を結び,図克蘇木に10年を一区切りとし

て地上権を設定し，その上に成立しているようで

ある。10年を経過すれば，それまでの業績，周囲

の状況などを勘案し，「研究中心｣を存続させるか

どうか検討するそうである。すでに5年が経過し

ているので，もっとも短くて5年後には別の所に

移されているかもしれない。緑化の可能な所から，

あるいは重点地区から順々に成果を上げていこう

とするやり方がうかがわれる。いずれにしても，

好評発売中’
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緑が増えて毛烏素沙地の面積が縮小'，少しでも

安定した生活や環境条件が得られるこ-とを願うだ

けである。

「研究中心｣に関する話題を含めて，毛烏素沙地

や日中共同研究の現在までの成果については，い

くつかの報告5)-10)に述べられている。これらによ

って，さらに詳しい状況をつかんでいただければ

幸いである。

（とくおかまさぞう・京都府立大学農学部）
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農林業協力9：53-67,1986

2）小堀巌：沙漠219pp,日本放送出版協会,1973
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文集,110pp,鳥取大砂丘研,1988

*砂漠というと砂丘のあることが連想されるので,砂丘のな

い砂漠（ゴピ）との混同を避けるため，ここでは小堀2)に

従い，砂漠に代えて「水が少ない」「水がない」の意味を

持つ沙漠を用いている。

<改訂版〉新｡森林航測テキストブック
懸瀧難鱒艤渡辺宏著A5判264頁定価本体3,000円,税90R(〒共）

空中写真は,森林資源調査や森林計画樹立のためだけでなく,今では林業のあらゆる分野で利用されてい
ます。林業技術者はだれでも空中写真測量技術を修得しておく必要があるといえましょう。
本書は，空中写真測量の基礎から実務までをわかりやすく解説し好評であった旧著を，技術・機器の進
歩・改良に対応して大幅に改訂しました｡＜演習＞の項には本書の1/4のスペースを割いて編集されてお
り，研修用にも最適の教材であります。

‘発行日本林業技術協会
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新生森林総合研究所
－課題と目標一 その4

’

森林生物部

森林微生物科
田村弘忠

はじめに－森林微生物研究の背景と目標

森林微生物科は旧保護部門の樹病研究室，菌類

研究室，線虫研究室と旧土壌部門の土壌微生物研

究室で構成されている。

日本における樹木病害の研究は当初病原体の分

離，培養，同定，生活史と治療的防除を主な内容

にしていたが，林業の病害対策上の必要から病気

の生理，病気が発生する環境条件，病原体と樹木

の相互作用，病気に対する樹木の抵抗性なども研

究するようになった。スギ赤枯病などの苗畑病害

の防除法はいちおう確立され，また林地の病害で

はカラマツ先枯病やマツ材線虫病など主要な病気

の原因，発生の環境条件，防除法で一定の成果を

挙げてきた。一方，ヒノキの漏脂性病害などはな

お多くの究明しなければならない問題が残ってお

り，また近年森林造成が長伐期で良質な大径木を

つくる方向にあるため，スギやヒノキの腐朽病害

の研究がますます重要になっている。森林の病害

は病気の発生生態や環境条件を明らかにして育林

的な方法で病害を回避するか軽減しなければなら

ない。一方，病気に対する樹木の抵抗性の機構を

明らかにして抵抗性育種を推し進める必要がある。

林業技術No.5681989.7

日本では森林土壌の生物的側面の研究が遅れて

おり，今後各種の森林の土壌微生物相を調べると

ともに，個々の微生物の生態や森林生態系での働

きを明らかにし，それらの機能を地力維持や生産

力増大に活用し，さらには土壌病害防除に役立て

る方法を開発する。

課題設定と当面の研究

大課題「森林微生物の分類と生理・生態及び生

態系における役割の解明」に次の3中課題が設定

されている。

(1)森林微生物の分類・保存と遺伝特性の解明

(2)森林微生物の生理・生態的特性の解明

(3)森林生態系における微生物群集の動態解明

(1)では，新しい樹木病害の記載・登録，病原菌

の分類・同定を行い，また地誌的・体系的研究を

する（樹病研究室)。木材腐朽菌や変色菌の標本，

培養菌株を収集・分類し，将来簡易検索システム

導入のための基礎資料にする（腐朽病害研究室)。

また林木の土壌病害菌を分類・同定し，さらに分

布，生態を明らかにして防除に役立つ情報を得る

(腐朽病害研究室)。樹木に寄生する線虫を検索し，

マツノザイセンチュウの遺伝的形質を調べる（線

虫研究室)。昆虫に寄生する天敵線虫を検索する

(線虫研究室)。

(2)では，ヒノキ黒粒葉枯病菌のいろいろな性質

を調べて適切な防除法を確立する（樹病研究室)。

木材腐朽菌の培養上の性質や培養保存による活性

の変化を調べ，腐朽病害の診断・防除対策に役立

てる(腐朽病害研究室)。マツ材線虫病で決定的働

きをしているマツノザイセンチュウの耐久型幼虫



の形成に関係している条件や化学物質の機能を明

らかにして,新しい防除法開発の契機をつくる(線

虫研究室と森林動物科･昆虫生理研究室)。外生菌

根菌の分離・培養法を検討して生理・生態的な特

性，いろいろな基質との対応，構成酵素の特性を

明らかにする（土壌微生物研究室)。

(3)では，落葉分解菌の形態や拡布状態，生育形

と基質の利用方法の関係を類型化し，それらと生

活環境とを関連させてそれぞれの種の生存戦略を

明らかにする（土壌微生物研究室)。

大課題「森林動物の分類と生理・生態及び生物

間相互作用の解明」の中課題「昆虫病原微生物の

分類と特性の解明」で森林・苗畑害虫を対象とし

て昆虫寄生性線虫の検索を進め，それらの寄生特

性を明らかにする。当面日本各地の土壌に生息す

るスタイナーネマを検索する(線虫研究室)。また

マツノマダラカミキリに寄生する線虫を同定し，

その寄生特性を調べる（線虫研究室と森林動物

科・昆虫生態研究室)。

大課題「森林微生物制御技術の開発」には次の

3中課題が設定されている。

(1)森林病害の発生及び発病機構の解明

(2)森林病害制御技術の開発

(3)土壌微生物の有効利用技術の開発

(1)では，当面漏脂性病害のひとつであるヒノキ

樹脂胴枯病の胞子形成，発病条件，各菌株の病原

性を検討し，さらに侵入機構を明らかにし，抵抗

性のヒノキ系統を探索する(樹病研究室)。材質腐

朽，特に生立木腐朽病の感染経路や感染様式を明

らかにして生態的防除法を検討する（腐朽病害研

究室)。マツノザイセンチュウの栄養要求,マツの

生理的異常を引き起こす線虫由来の物質の生産や

線虫に対するマツの抵抗性物質の生産を実験的に

明らかにするため，マツノザイセンチュウの純粋

培養法を確立する(線虫研究室)。多摩森林科学園

に収集されているサクラの品種別に，ならたけ病，

てんぐす病，幼果菌核病に対する感受性，抵抗性

を明らかにし，生長特性などと合わせて解析して

関東･中部地域に適した病害防除法を確立する(樹

病研究室)｡拮抗微生物による土壌病害の生物防除
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の可能性を検討する(腐朽病害研究室)。樹木の養

分吸収を促進したり土壌病害を予防するVA菌

根菌を大量に増殖する方法を確立し，また菌の感

染を高める技術を開発する（土壌微生物研究室)。

大課題｢森林動物管理技術の開発｣の中課題｢天

獅U用技術の開発」で，昆虫寄生性線虫の大量培

養法と施用法を開発する。当面クシダネマの安価

な人工培地を開発するとともに，培養線虫の長期

保存法と効果的な施用法を開発する（線虫研究室

と森林動物科。昆虫病理研究室)。

大課題「森林病虫獣管理技術の開発」の中課題

｢被害発生予察法及び病虫獣管理モデルの開発｣で

森林，緑地，林業苗畑の病害発生情報を全国的規

模で収集，解析する（樹病研究室と各支所)。

新しい研究方向

林木の病害管理の基本は健全な苗木の育成．植

栽，被害木の早期除去，適地適木，除間伐などに

よる造林地の手入れであるが，根本的な被害回避

対策とコストダウンを求められている林業の情勢

から見て，個々の病害の基礎研究を行うとともに，

病害の発生の仕方，発生する環境条件を明らか

にして，森林管理による病害制御技術を確立し

なければならない。そのためには気象，土壌な

どの他分野との共同研究を考慮する必要がある。

一方，病害に対する林木の抵抗性機構を明らか

にして，抵抗性育種，選抜に寄与する。さらに天

敵や生理活性物質の利用法を開発する。今後，最

近世界的に大きな関心が払われている酸性降下物

や温室効果などの環境変化の指標として，森林病

害や土壌微生物相をとらえる見方も必要になるで

あろう。

将来の目標

多くの微生物の分類・同定に精通した研究者の

速成がきわめて難しいため，これまで蓄積されて

きた成果に基づいて，さらに新たに発見される微

生物を迅速に同定．分類できる検索システムの確

立が望まれる。森林微生物の研究の将来の目標は

"正常"な状態から人間の営為による環境変化，逸

脱の経過を判断することであると考えられるが，
かくらん

あまり撹乱されていない生態系を見いだすのは今

林業技術No.5681989.7
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日では困難である。シミュレーションのような道

具を使って森林生態系における病害の真の影響や

微生物の働きを研究できるようになれば，気象，

土壌条件などを含んだ生態系全体のフィールド研

究と結合させることによって森林生態系の健全性，

安定性と生産力を維持するような森林造成と管理

ができるであろう。

生物機能開発部

遣 伝科
斉藤明

はじめに

昨年10月1日に，国立｢林業試験場｣の組織体

制が再編整備され，その名称も｢森林総合研究所」

として新たに発足した。ここでは，7研究部の1

つ「生物機能開発部」に属する「遺伝科」の研究

体制について，その要点を紹介しよう。

「遺伝科」には3研究室，すなわち遺伝分析研

究室，集団遺伝研究室および生態遺伝研究室が配

置されている。

この「森林総合研究所」の発足に伴って，今後

の研究推進の指針となる「研究基本計画」も新た

に検討されている。その「研究基本計画」の中に

位置づけられる「林木の遺伝育種」に関する研究

課題は，大きくは次の2つの研究問題，3つの大

課題に分かれている。

1．生物機能の解明による新利用技術の開発

(1)林木の生理機能及び遺伝子発現調節機構

の解明

(2)林木の細胞工学的手法による新育種技術

の開発

2森林遺伝資源の保全と利用の高度化

(1)森林植物の遺伝的評価と高度利用技術の

開発

このように，今回の新しい研究体制を踏まえて，

その基礎的分野にかなり傾斜したかたちで研究の

林業技術No.5681989.7

推進を図ることになっている。これらの基礎的分

野の中でも，その最後の「森林植物の遺伝的評価

と高度利用技術の開発」に関連した研究を担当す

るのが「遺伝科」である。

当面の重要な課題

この「遺伝科」の担当する大課題は，さらに次

の中小課題から当面構成されている。

1．林木の形質の遺伝解析

(1)針葉樹の色素，形態形質の遺伝子分析

(2)針葉樹の諸抵抗性の遺伝的要因の解明

2．林木集団における遺伝的変異の保有機構の

解明

(1)選抜の繰返しによる育種効果の予測と変

異の維持

(2)量的形質の統計遺伝的解析

3．林木集団の遺伝的構造と分化の解明

(1)主要樹種の遺伝的構造と分化の解明

(2)主要樹種群における系統進化の解明

4．森林植物の遺伝的特性の評価と保全方法の

確立

各研究室の役割分担が明確に分かれてはいない

が，いちおう中課題「林木の形質の遺伝解析」は

(遺伝分析研究室)，中課題「林木集団における遺

伝的変異の保有機構の解明」は（集団遺伝研究

室)，また中課題｢林木集団の遺伝的構造と分化の

解明」は（生態遺伝研究室）が主に担当すること

になっているといえるだろう。

最後の中課題「森林植物の遺伝的特性の評価と

保全方法の確立」は，多摩森林科学園（樹木研究

室）で担当することになっている。

次に，各中課題の研究内容について簡単な説明

をしたいと思う。

1．林木の形質の遺伝解析

林木育種を推進するには，各種の病虫害，気象

害や劣悪環境に対する抵抗性等林木の各種形質を

支配する要因の解明が必要不可欠である。そのた

めに，これまでそれほど研究の対象になっていな

かった生化学的な側面，特に個体に含まれる各種

有機成分の個体間変異や季節間変動等からその要

因を明らかにするとともに，これに関与する主導



遺伝子の探索，およびその抵抗性の遺伝機構を解

明しようとするものである。

このような各種形質の遺伝分析は，新たな育種

計画を立案するときに重要な指針を与えてくれる

だろう。また，立地に適した造林木の選択も可能

になることが期待される。

2．林木集団における遺伝的変異の保有機構の

解明

例えば，天然更新に例をとってみても，母樹を

選択するという行為は，その目的とする形質の遺

伝的な向上を期待できるとしても，一方ではその

遺伝的変異の減少をもたらす場合がある。その遺

伝的変異の減少は，目的形質以外のほかの形質に

ついても遺伝的変異の減少を招くことが十分に予

測される。遺伝的変異のきわめて小さな林木集団

の場合には，致死遺伝子のホモ化が助長され，ま

た遺伝的多様性の減少によって病虫害等の各種被

害に対して抵抗力を失うことが心配されている。

そこで，選抜対象になる目的形質の遺伝的寄与

の大きさを解明し，後継世代における変異を維持

するために必要な単位面積当たりの個体数の推定

など，集団遺伝学的な側面から解析を試みようと

するものである。

この研究は，集団選抜による将来世代の育種計

画を推進する際にも重要な指針となるだろう。

3．林木集団の遺伝的構造と分化の解明

現地保全を主体とする森林遺伝資源の保全，天

然林施業への育種的対応などの技術を確立するた

めには，生態遺伝的側面からの解析が必要である。
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そのために，天然林の主要構成樹種集団の遺伝的

分化や環境適応性の実態を解明するとともに，主

要樹種群における種分化，雑種形成機構および系

統類縁関係の解明をしようとするものである。

この研究成果は，例えば遺伝資源保全林分の設

定などで，その保全基準や保全方法を定める際に

きわめて重要な指針を与えることが期待される。

新しい課題

「遺伝科」における研究課題は，従来の課題と

それほど大きくは変わっていない。しかし，今日

の遺伝子のクローニング技術の発達によって，

DNA断片を用いた遺伝子のマッピングが可能に

なってきたので，林木の遺伝子地図を作成するた

めに，ゲノムを構成する各染色体の識別法を確立

し，また遺伝子のマッピングを行う必要が生じて

きた。

この課題化は，諸般の事情から，向こう3年後

ぐらいに開始の運びとなるだろう。

将来の目標

バイオテクノロジーの研究の進展によって，遺

伝資源の保全の重要性が強く提起されている。そ

のため，森林の遺伝的構造や分化に関する事象の

解明を急ぎ，現地保全における保全基準や保全方

法の確立に資したいと思う。また，育種目標がき

わめて多様化してきた今日，有用な遺伝資源を高

度に利用して生産機能を高めるためにも，各種形

質の遺伝分析を進め，その知見を基に新たな育種

への道を探求したいと思っている。

好評につき第3刷成る〃

森のきた道~明誉諒鱒巽驚潭辮
☆刊行以来大きな反響－－順経』『朝日』『読売』『毎日』『日本農業』『京都』新聞く読書文化欄〉で紹介.／

枢要の地位を歴任した著者が，膨大な資料を駆使して綿密な考証と巧みな語りで好評を博したく林
業技術＞連載「物語林政史」待望の刊行イ（縦組みとし，資料写真・人名索引を付していっそうの充
実をはかりました）●これまでの正史，逸史，秘史の枠を越えたノンフィクション史話。●諸々の基
本政策の創始，変遷の過程を時代の背景とともに活写。
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山本童夫『萬葉古今動植正名』

形
態
・
分
布
な
ど
高
野
山
も
女
人
禁
制
が
解
か
れ

て
竹
箒
が
使
え
る
時
代
に
変
わ
っ
た
が
、
以
前
に
は

屋
外
の
広
場
で
は
主
と
し
て
ク
ロ
モ
ジ
の
箒
を
使
い
、

屋
内
の
土
間
や
内
庭
の
よ
う
に
狭
い
所
で
は
コ
ウ
ヤ

ボ
ウ
キ
の
茎
枝
を
束
ね
た
箒
を
用
い
て
い
た
。
い
ず

れ
も
山
地
に
生
え
て
い
る
落
葉
低
木
で
あ
る
が
、
高

野
山
の
箒
が
も
と
で
植
物
名
に
な
っ
た
キ
ク
科
の
コ

ウ
ヤ
ボ
ウ
キ
は
丘
陵
や
山
地
の
日
当
た
り
の
よ
い
林

縁
、
や
や
乾
い
た
疎
林
の
下
な
ど
に
生
え
、
関
東
地

方
以
西
の
本
州
、
四
国
、
九
州
と
中
国
に
分
布
し
て

い
る
。
草
本
状
で
あ
る
が
、
枝
を
よ
く
分
枝
す
る
高

さ
六
十
～
九
十
セ
ン
チ
の
小
低
木
で
、
日
本
の
キ
ク

科
植
物
の
中
で
は
、
ハ
マ
ギ
ク
と
と
も
に
茎
が
木
化

す
る
種
類
で
あ
る
。

九
～
十
月
ご
ろ
、
長
く
伸
び
た
一
年
枝
の
先
端
に

白
色
の
頭
花
を
つ
け
る
。
こ
と
さ
ら
に
目
立
つ
花
で
は

な
く
、
楕
円
状
の
下
部
は
総
苞
片
が
重
な
り
、
上
部
に

十
三
個
内
外
の
花
冠
が
集
ま
っ
て
い
る
。
花
冠
は
長
筒

状
で
五
深
裂
し
、
白
色
の
細
い
裂
片
は
反
曲
す
る
。
一

年
枝
に
は
圧
毛
の
生
え
た
卵
形
の
葉
が
つ
き
、
二
年
枝

に
は
各
節
に
細
長
い
葉
を
三
～
五
枚
束
生
す
る
。
よ
く

似
た
ナ
ガ
バ
ノ
コ
ウ
ヤ
ボ
ウ
キ
は
葉
に
ほ
と
ん
ど
毛

が
な
く
、
二
年
枝
に
頭
花
を
つ
け
る
か
ら
区
別
で
き
る
。

小
さ
い
果
実
に
は
密
に
毛
が
あ
り
、
先
端
に
剛
毛

状
の
冠
毛
が
あ
っ
て
、
風
に
乗
っ
て
飛
散
す
る
。

コ
ウ
ャ
ボ
ウ
キ
と
多
年
草
の
カ
シ
ワ
バ
ハ
グ
マ
と
の

雑
種
で
あ
る
カ
コ
マ
ハ
グ
マ
が
、
ま
れ
に
見
ら
れ
る
。
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は
つ
は
る
朧
つ
れ

た
忠
ば
ば
さ

始
春
の
初
子
の
今
日
の
玉
箒

と

手
に
執
る
か
ら
に
ゆ
ら
ぐ
玉
の
緒

天
平
宝
字
二
年
（
七
五
八
）
春
正
月
三
日
、
宮
中

に
お
い
て
、
群
臣
と
と
も
に
玉
箒
を
賜
っ
た
際
、
「
各

自
相
応
に
、
心
の
ま
ま
に
歌
を
詠
み
、
詩
を
作
る
よ

う
」
と
の
聖
旨
に
こ
た
え
、
大
伴
家
持
が
詠
じ
た
の

が
、
『
万
葉
集
』
に
載
っ
た
こ
の
歌
で
あ
る
。

こ
こ
に
詠
ま
れ
た
玉
箒
は
、
コ
ウ
ャ
ボ
ウ
キ
の
茎

を
束
ね
て
、
こ
れ
に
宝
玉
の
飾
り
を
つ
け
、
正
月

い
つ
ね

初
子
の
日
に
、
蚕
室
を
掃
き
清
め
る
の
に
用
い
た
も

の
。
中
国
古
代
の
風
に
の
っ
と
り
、
天
子
が
農
事
を

せ
き
で
ん

励
ま
す
た
め
、
自
ら
田
を
耕
す
籍
田
の
儀
式
を
執
り

行
わ
れ
た
よ
う
に
、
皇
后
も
、
こ
う
し
た
行
事
に
よ

っ
て
女
性
の
仕
事
で
あ
る
養
蚕
に
率
先
し
て
範
を
示

さ
れ
た
と
い
う
。
天
平
宝
字
二
年
正
月
三
日
は
、
ち

ょ
う
ど
初
子
の
日
に
あ
た
っ
て
い
た
。
「
新
年
の
初

子
に
あ
た
る
今
日
、
吉
例
に
従
い
賜
っ
た
玉
箒
を
手

に
と
る
や
、
玉
の
飾
り
が
揺
れ
動
く
姿
の
な
ん
と
す

が
す
が
し
い
こ
と
だ
ろ
う
」
と
の
歌
意
で
あ
る
。

コ
ウ
ャ
ボ
ウ
キ
は
、
キ
ク
科
の
植
物
と
し
て
は
珍

木
の
名
の
由
来

16

コ
ウ
ヤ
ボ
ウ
キ

し
く
小
低
木
で
、
関
東
以
西
の
地
に
分
布
し
、
枇
枝

先
に
白
い
小
さ
な
花
を
つ
け
る
。
似
た
も
の
に
ナ
ガ

バ
ノ
コ
ウ
ヤ
ボ
ウ
キ
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
と
り
た
て

て
美
し
い
と
は
い
え
な
い
が
、
秋
の
山
を
歩
く
と
、

比
較
的
乾
い
た
尾
根
筋
な
ら
ば
、
至
る
所
に
花
開
い

た
姿
を
見
せ
る
こ
の
植
物
に
は
、
秋
山
な
ら
で
は
の

独
特
の
風
情
と
哀
れ
さ
と
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。
四

方
に
細
い
枝
を
広
げ
、
地
面
を
覆
う
よ
う
に
生
い
繁

っ
た
さ
ま
を
見
る
と
、
ウ
サ
ギ
カ
ク
シ
・
キ
ジ
カ
ク

シ
の
異
名
の
あ
る
こ
と
が
う
な
ず
け
る
。

古
来
玉
箒
を
作
る
植
物
を
、
ハ
ハ
キ
ギ
、
つ
ま
り

今
い
う
ホ
ウ
キ
グ
サ
で
あ
る
と
い
う
人
が
あ
る
一
方
、

メ
ド
ハ
ギ
説
を
唱
え
る
人
も
多
か
っ
た
。
し
か
し
奈

ね
の
ひ
の
め
ど
の
は
は
き

良
正
倉
院
に
現
存
す
る
「
子
日
目
利
箒
」
な
る
も
の

が
当
時
の
玉
箒
に
あ
た
り
、
こ
れ
が
コ
ウ
ャ
ボ
ウ
キ

の
幹
や
枝
を
束
ね
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、

今
で
は
常
識
で
あ
る
。

め
ど
は
は
き

こ
の
「
目
利
箒
」
の
敷
物
に
は
、
天
平
宝
字
二
年

正
月
の
墨
書
が
あ
り
、
ま
さ
し
く
同
年
正
月
三
日

群
臣
に
賜
り
、
家
持
の
歌
に
詠
ま
れ
た
玉
椿
の
一
つ

深
津
正

小
林
義
雄

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
枝
の
先
ご
と
に
飾
り

つ
け
ら
れ
た
玉
は
ほ
と
ん
ど
脱
落
し
て
い
る
が
、
取

っ
手
を
紫
染
皮
で
包
み
、
こ
れ
に
金
糸
を
巻
き
つ
け

た
と
こ
ろ
な
ど
、
往
年
の
面
影
を
そ
の
ま
ま
に
と
ど

め
て
い
る
。

め
ど

古
人
は
、
「
目
利
箒
」
の
「
目
利
」
に
ま
ど
わ
さ
れ

て
、
こ
れ
を
短
絡
的
に
メ
ド
ハ
ギ
と
解
釈
し
た
わ
け

だ
が
、
幕
末
の
考
古
学
者
穂
井
田
忠
友
は
、
天
保
十

じ
ょ
う
し

か
ん
こ
ざ
つ
じ
よ
う

二
年
（
一
八
四
一
）
に
上
梓
し
た
『
観
古
雑
帖
』
の

巻
頭
に
玉
箒
の
図
を
掲
げ
、
こ
れ
に
「
玉
箒
、
俗
称

ネ
ン
ド
草
、
或
云
茶
セ
ン
柴
（
下
略
）
」
と
注
記
し
て

し
よ
う
ぶ

い
る
。
ま
た
本
草
家
山
本
章
夫
も
、
そ
の
遺
稿
『
萬

葉
古
今
動
植
正
名
』
（
一
九
二
六
年
刊
）
の
中
で
、
玉

箒
を
「
か
う
や
ば
は
き
の
茎
も
て
造
れ
る
も
の
」
と

断
定
し
、
別
掲
の
図
を
載
せ
て
い
る
。

『
古
今
集
』
中
の
語
句
の
解
釈
に
関
す
る
秘
伝
と
し

て
知
ら
れ
た
「
古
今
伝
授
」
中
の
三
木
の
一
つ
と
さ

れ
る
〃
め
ど
に
削
り
花
″
も
、
コ
ウ
ャ
ポ
ウ
キ
と
み

る
の
が
正
し
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
は
、
コ
ウ

ヤ
ボ
ウ
キ
に
メ
ン
ド
・
メ
ン
ド
ウ
・
ネ
ン
ド
・
ネ
ン

ド
ウ
な
ど
の
異
名
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
語
が
メ
ド
か

ら
転
化
し
た
と
推
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
お
そ
ら

く
古
く
は
、
こ
の
植
物
の
幹
や
枝
で
、
メ
ド
ハ
ギ
同

め
ど
ぎ

様
占
い
に
用
い
る
笠
を
作
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

コ
ウ
ヤ
ポ
ウ
キ
の
名
は
、
昔
高
野
山
で
、
こ
れ
で

作
っ
た
箒
を
用
い
た
か
ら
起
こ
っ
た
と
い
う
。
そ
の

理
由
は
、
高
野
山
で
は
、
開
山
で
あ
る
弘
法
大
師
の
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三
笠
の
杜
の
神
し
知
ら
さ
む

（
巻
四
五
六
一
）

三
笠
の
「
杜
」
と
は
三
笠
山
の
こ
と
で
あ
る
。
三

笠
山
と
い
え
ば
、
「
杜
」
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
。
奈

良
の
町
の
東
に
そ
び
え
る
山
で
あ
る
。
こ
の
山
は
若

草
山
と
混
同
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
名
の
と
お
り
、

笠
を
伏
せ
た
よ
う
な
山
容
を
し
て
い
る
山
で
、
春
日

山
の
西
の
峰
で
あ
る
。
今
で
も
原
生
林
が
茂
っ
て
い

ブ
つ
｝
◎

こ
れ
が
杜
な
の
で
あ
る
。
三
笠
山
に
は
今
で
も
ナ

一
一星

弓

那智の滝と背後は那智原生林

ギ
の
樹
の
原
生
林
が
あ
る
。
神
木
と
し
て
植
え
た
と
を
植
え
て
き
た
と
い
う
。

こ
ろ
、
歳
月
と
と
も
に
育
ち
、
い
ま
で
は
天
然
記
念
「
玉
串
を
作
る
樹
で
す
の
し
。
神
様
へ
の
お
供
物
も

物
に
な
っ
て
い
る
。
ナ
ギ
の
葉
に
の
せ
る
ま
っ
て
ん
」

「
杜
」
と
「
森
」
の
ち
が
い
に
関
心
を
抱
く
私
と
し
と
い
う
の
を
聞
い
て
、
神
木
の
由
来
が
わ
か
っ
た
。

て
は
、
奈
良
へ
行
く
た
び
に
歩
い
て
み
た
い
と
思
っ
説
明
板
に
は
藤
原
定
家
の
歌
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
。

て
い
る
が
『
三
笠
山
は
入
山
禁
止
で
あ
る
。
千
早
ぷ
る
熊
野
の
宮
の
な
ぎ
の
葉
を

し
ん
ぐ
う

「
ナ
ギ
を
見
る
な
ら
南
紀
の
新
宮
へ
行
か
は
り
ま
変
ら
ぬ
千
代
の
た
め
に
ぞ
折
る

せ
」
と
勧
め
ら
れ
て
、
私
は
さ
っ
そ
く
行
っ
て
み
た
。
ナ
ギ
の
葉
は
手
折
っ
て
も
よ
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

は
や
た
ま

熊
野
速
玉
大
社
で
あ
る
・
熊
野
と
い
え
ば
、
古
来
、
熊
平
安
時
代
か
ら
熊
野
詣
で
を
す
る
人
々
は
、
申
し
合

野
権
現
で
知
ら
れ
、
「
権
現
」
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
。
わ
せ
た
よ
う
に
、
ナ
ギ
の
葉
を
持
ち
帰
っ
た
ら
し
い
。

日
本
で
も
本
州
の
中
央
部
、
太
平
洋
に
近
く
、
雨
こ
れ
で
人
形
を
作
っ
て
、
家
内
安
全
の
お
守
り
に
も

量
は
豊
か
で
、
樹
が
よ
く
育
つ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
紀
し
た
の
で
あ
る
。
ナ
ギ
は
海
に
生
き
る
人
々
の
災
難

の
国
と
い
う
が
、
こ
れ
は
「
木
の
国
」
の
書
き
変
え
除
け
だ
け
で
な
く
、
家
庭
の
平
穏
、
家
内
安
全
を
託

で
あ
る
。
新
宮
は
木
材
の
集
散
地
で
あ
る
。
す
役
も
さ
せ
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

新
宮
の
町
の
奥
に
あ
る
熊
野
速
玉
大
社
。
そ
の
境
と
こ
ろ
で
、
熊
野
信
仰
と
い
え
ば
、
那
智
山
が
や

内
に
一
本
の
巨
樹
が
あ
っ
た
。
「
ナ
ギ
」
は
「
梛
」
と
は
り
信
仰
の
対
象
で
あ
る
。
そ
こ
に
落
下
す
る
那
智

書
く
。
ス
ギ
と
ち
が
っ
て
根
元
の
近
く
か
ら
枝
が
分
の
滝
は
一
三
三
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
が
あ
り
、
太
平
洋

か
れ
て
い
る
。
一
本
だ
け
だ
が
、
鑑
賞
に
耐
え
た
。
上
の
船
か
ら
も
見
え
る
。
こ
の
滝
自
体
が
昔
か
ら
御

み
く
・
淫
の

熊
野
と
い
え
ば
、
三
つ
の
神
社
が
あ
り
、
「
三
熊
野
神
体
と
い
わ
れ
、
滝
に
う
た
れ
る
修
行
が
行
わ
れ
て

詣
で
」
が
平
安
時
代
か
ら
時
の
上
皇
や
貴
族
た
ち
の
き
た
。
当
然
、
そ
の
背
後
の
山
も
神
域
で
あ
る
。
今

信
仰
の
対
象
と
な
り
、
こ
ん
に
ち
で
も
新
宮
、
那
智
、
も
人
手
を
入
れ
な
い
自
然
の
山
肌
が
滝
の
背
景
に
な

熊
野
大
社
の
三
つ
を
結
ん
で
訪
れ
る
人
が
多
い
が
、
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
原
生
林
で
あ
る
。
那
智
原
生
林

新
宮
で
「
ナ
ギ
」
の
神
木
を
育
て
て
き
た
理
由
は
、
と
し
て
天
然
記
念
物
に
な
っ
て
い
る
。

な
ぎ

こ
の
樹
の
名
が
海
の
「
凪
」
と
同
じ
発
音
だ
か
ら
で
「
杜
」
と
は
何
か
。
「
森
篁
と
の
ち
が
い
は
ど
こ
に

あ
る
。
あ
る
か
。
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
訪
れ
た
私
に

新
宮
は
港
町
で
あ
る
。
海
で
働
く
人
々
が
多
い
の
対
し
、
こ
の
山
は
発
想
の
転
換
を
迫
る
存
在
で
あ
っ

で
、
漁
船
や
航
海
の
安
全
を
祈
る
気
持
か
ら
「
ナ
ギ
」
た
。
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仙
台
の
街
は
、
昔
か
ら
「
杜
の
都
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
。
大
学
に
入
っ
て
初
め
て
こ
の
街
に
接
し
た
と

き
か
ら
、
こ
の
イ
メ
ー
ジ
を
印
象
づ
け
た
。

「
杜
」
は
「
モ
リ
」
と
読
む
が
、
「
森
」
と
は
書
か

な
い
。
発
音
は
同
じ
で
も
、
意
味
は
ち
が
う
の
で
あ

る
。
「
杜
と
い
う
字
は
、
常
用
漢
字
に
は
な
い
。
し
か

し
、
好
き
で
す
」

と
仙
台
に
住
む
若
者
の
一
人
は
言
っ
た
。
私
は
今

で
も
毎
年
こ
の
街
を
訪
れ
る
機
会
が
あ
る
が
、
四
十

年
越
し
の
変
化
を
見
て
い
る
と
、
「
杜
」
は
残
っ
て

も
、
森
は
消
え
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
町
の
西
北
に

は
「
権
現
森
」
と
い
う
名
の
「
森
」
が
あ
っ
た
が
、

■
《
＆
軸
》
○
戸
』

麓
に
は
東
北
自
動
車
道
が
通
り
、
そ
の
地
底
に
は
水

道
管
が
通
さ
れ
た
。
八
木
山
や
大
年
寺
山
を
覆
っ
て

い
た
樹
木
も
全
く
伐
ら
れ
、
住
宅
地
と
化
し
た
。

幸
い
、
「
杜
」
は
森
と
ち
が
い
、
古
来
、
鎮
守
の
杜

の
こ
と
で
、
杜
は
「
社
」
の
変
化
で
あ
る
。
森
は
英

語
で
フ
ォ
レ
ス
ト
だ
が
、
「
杜
」
は
訳
せ
な
い
。
語
源

は
中
国
大
陸
に
あ
る
。
日
本
で
は
「
神
社
」
を
守
る

モ
リ
の
イ
メ
ー
ジ
に
な
っ
た
が
、
神
仏
習
合
以
前
の

森
へ
の
旅

４
鎮
守
の
杜
の
イ
メ
ー
ジ

こ
と
を
調
べ
て
み
る
と
、
寺
に
伽
藍
神
を
ま
つ
り
、

か
ん
じ
鋲
う

仏
教
を
守
る
た
め
に
神
霊
を
勧
請
し
た
の
で
あ
る
。

「
鎮
守
の
モ
リ
」
は
「
杜
」
と
書
く
。
神
が
宿
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

「
北
杜
夫
と
い
う
作
家
は
、
仙
台
の
鎮
守
の
森
と
関

係
が
あ
る
の
で
す
か
？
」

と
私
は
聞
か
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
彼
の
本
名
は
斎

藤
宗
吉
で
、
斎
藤
茂
吉
の
息
子
で
あ
る
。
北
杜
夫
は

ペ
ン
ネ
ー
ム
で
、
彼
の
畏
敬
す
る
ド
イ
ツ
の
文
学
者

ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
名
作
『
ト
ニ
オ
・
ク
レ
ー
ゲ
ル
』

か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
「
ト
ニ
オ
」
ｌ
「
杜
二
夫
」

と
あ
て
た
あ
と
、
「
二
」
を
省
い
た
と
い
う
経
過
の
よ

う
で
あ
る
。

北
杜
夫
氏
は
、
私
よ
り
少
し
あ
と
に
東
北
大
学
に

在
学
し
て
い
た
の
で
、
「
北
」
は
東
北
の
「
北
」
を
連

想
さ
せ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
仙
台
も
「
杜
の
都
」
と
い
う
に
は
、
「
杜
」

が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

「
森
は
な
く
な
っ
た
が
、
杜
は
ま
だ
ご
ざ
り
す
」

市
民
の
一
人
は
そ
う
言
っ
た
。
彼
は
大
崎
八
幡
宮
を

岡
田
喜
秋

評
価
し
た
。
私
も
あ
ら
た
め
て
最
近
訪
れ
て
み
た
が
、

た
し
か
に
、
こ
こ
は
鎮
守
の
杜
で
あ
る
。
私
は
大
学

生
時
代
に
こ
の
近
く
に
下
宿
し
て
い
た
の
で
、
そ
の

当
時
の
印
象
と
比
べ
て
み
た
が
、
ス
ギ
は
歳
月
と
と

も
に
育
ち
、
神
域
の
雰
囲
気
が
保
た
れ
て
い
る
。

神
社
は
場
所
を
え
ら
ん
で
建
て
る
必
要
が
あ
る
。

と
私
は
あ
ら
た
め
て
思
っ
た
。
仙
台
の
北
の
穀
倉
地

帯
が
大
崎
氏
の
所
領
で
、
江
戸
時
代
に
な
っ
て
か
ら

こ
こ
に
移
さ
れ
て
き
た
守
護
神
の
よ
う
で
あ
る
。

根
張
り
の
あ
る
古
杉
を
見
上
げ
な
が
ら
登
る
石
段

と
小
暗
い
参
道
で
私
は
し
ば
し
立
ち
止
ま
っ
た
。
こ

塞
さ
む
ね

こ
が
有
名
に
な
っ
た
の
は
杜
よ
り
も
伊
達
政
宗
が
社

殿
を
建
立
し
た
か
ら
で
、
杜
の
雰
囲
気
に
ひ
か
れ
て

来
る
人
は
少
な
い
と
思
わ
れ
た
。

し
か
し
、
私
に
は
懐
か
し
い
「
杜
」
で
あ
っ
た
。

森
と
い
え
ば
、
大
学
時
代
に
松
島
の
大
鵬
森
に
行
っ

た
こ
と
が
あ
る
。
最
近
、
訪
れ
て
み
た
が
、
「
森
」
で

は
な
か
っ
た
。
松
島
港
に
浮
か
ぶ
島
々
を
北
の
一
角

か
ら
一
望
に
眺
め
ら
れ
る
よ
う
に
配
慮
し
た
の
か
、

ま
っ
た
く
樹
の
な
い
明
る
い
展
望
台
で
あ
っ
た
。

森
は
全
国
的
に
消
滅
し
つ
つ
あ
る
。
特
に
都
会
の

近
く
で
は
公
園
化
さ
れ
る
か
、
伐
ら
れ
て
住
宅
地
に

さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

し
か
し
、
万
葉
集
の
時
代
か
ら
「
杜
」
と
い
う
字

は
、
神
の
い
る
山
域
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
使
わ
れ
て

い
る
。
た
と
え
ば
、
次
の
一
首
、

思
は
ぬ
に
思
ふ
を
い
は
ば
大
野
な
る
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ほかはJAS等の木材規格や基準

が複雑で厳しすぎることが非関税

障壁だとする者もいるが，これは

わが国の在来工法から生じた必然

の規格であって，外部からとやか

くいわれる筋合いのものではある

まい。

と，まあ，いささか感情論的に

述べたが，しかし，いま木材業界

は，理不尽ともいえるスーパー

301条の要求を拒否した場合の報

復措置にきわめて大きい関心を寄

せていると聞く。それはアメリカ

が対日丸太の輸出を制限する構え

に対する警戒である。

今回，アメリカが木材を対象と

した本旨は，アメリカ国内の原木

事情にあると観測する向きもかな

り多い。世界的な自然保護思想の

高まりの中で，アメリカ国民の自

国の森林を伐採した木材を未加工

の丸太で輸出することに対する

拒否反応，さらにはアメリカ国内

製材業者の根強い抵抗である。特

農材鶴

日米貿易摩擦と木材
国際収支で膨大な赤字に悩むア

メリカがついに強権を発動する挙

に出た。いわゆるスーパー301条

とやらの筒先を日本にピタリと照

準してきた。しかもスーパーコン

ピュータや人エ衛星という世界の

最先端技術品に並べて木材がター

ゲットである。

これを聞いた大方の人々は，わ

れとわが耳を疑ったに違いない。

木材はつい3年ほど前に1年余り

の時間をかけたMOSS協議です

でに決着済みのはず，それがまた

いま，なぜだ。

現在の日米木材貿易にアメリカ

が指摘する不公平な部分があると

はどうしても思いつかないという

のが率直なところであるが，強い

て考えると，わが国は建築物の木

材使用にさまざまな制限を課して

いる。建築基準法や消防法がそれ

であるが，これはわが国の国土事

情からくるもので，いわゆる密集

木造住宅が多いことから，火災等

の防災上の制限であり，広大な土

地にポツリポツリと住宅が建つア

メリカと同列に木材制限の適否を

論ずることは，それこそ論外の至

りであろう。

いまひとつ考えられることは，

わが国の流通構造がある。これは，

こと木材に限らず，数多くの商品

流通に対して指摘されており，こ

の点は認めるにやぶさかでないが，

だからといって木材が不公正の代

表ということは当たらない。この

一

合併等が進む森林組合關露燕蕊驚溌簿添蝋難I

森林組合は，森林所有者の共同

組織として，組合員に対する経営

指導，森林の施業や経営の受託，

林産物の共同販売等の事業を実施

しており，林業労働力の減少と高

齢化が進む山村地域にあって，各

種事業の積極的な展開等を通じて，

地域林業の中核的担い手としての

役割を果たすことが期待されている。

設立森林組合数は合併等により，

年々減少しており，62年度末の組

合数は1,746組合となっている。

これに伴い，森林組合の規模は拡

大し，1組合平均の組合員数

1,032人(50年度末834人),森林

面積6,786ha(同5,451ha),払込

済出資金1.826万円(同546万円）

となり，組織は充実してきている。

森林組合の事業を担う作業班に

同…･設立森林組合数2.187

口“。"作郷譲"倉“
n:=""」型1.7731.746r80%作

嶬
一一一一一78

二一一一－77

鋸ア5？‘’@

／"／

2200-

一
一

|､800-

作
業
班
設
置
比
率

％０８

７０

一

一

設
立
森
林
組
合
数

i､600-

／
弱

謬
州
鯵

|,400－ －60

鵬霧謬
57585960

蒻霧
6162

1.200

％
50

森林組合数，作業班設置組合数の推移

資料：林野庁「森林組合統計」

一

林業技術No.5681989.7



33

ロ冨菖曼言冒豊臺冒薑昌言三冒冒晉言冒冨言冒冒冒量1 戸
・
画
■
■
麹
郵
寧
”
“
剛
幽
鯛
輌
酬
剛
剛
剛
剛
畑
伽
蠅
伽
恥
叩
迩
幽
痴
毎
頭
中
嘩
車
曲
率
顧
幸
卒
韓
嘩
画
垂
車
・
章
車
庫
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
埠
嘩
軍
唾
軌
嘩
■
坤
卓
亟
錬
ゆ
準
坤
画
幸
■
卓
亭
卒
幸
車
垂
庫
車
勾
璽
唾
口
車
面
画
ロ
車
瞭
■
函
“
画
■
画
嘩
、
■
・
車
■
・
宰
凹
毎
ｍ
幸
画
郵
心
庫
■
■
■
単
色
車
串
、
寧
郵
幽
顕
剛
伽
”
Ⅷ
岬

日
９

Ｂ

三
瓶
山
で
行
わ
れ
た
ド
ン
グ
リ
の
植
え
込
み
風
景
‐
淡
き
患
１
ケ
２
．
ピ
フ
ｊ
胸
夙
初
》
諏
十
価
礒
副
葬
吐
細

嘩
猫
兼
牽
詞

ん
き
失
年
跡
元
営
た
名
り

菖冒
■
巨
口訂BEpWggロヨョ層冒豊号冒暑雪冒薑臺昌薑冒呈p2p522冒昌量息冑ヨBロヨ目pEppZg

画

一

車に製材業者のそれは，アメリカ

国内の旺盛な木材需要の中で原

木不足と原木高だという。その

主因が日本商社の原木買付けで

あることから，その恨みつらみ

は根強く，アメリカの政治にも

大きな圧力として影響している

ことを考えると，本能寺は対日

丸太輸出の禁止である確率は高

いo

南洋材はすでに合板を中心に

丸太から製品に替わっている。

残る北洋材やニュージーランド

材も丸太から製品に移行するの

は時間の問題それが世界の趨

勢と考えるのが正しいとすれば，

今回の301条はわが国木材業界

に対する事前警報であるとも受

け取れる。

木材加工業界の手に残される

丸太は国産材のみである。我々

の前に姿を現した黒船301条を

災いと取るか，文明開化の狼煙

と取るかは,木材業界当人である。
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どんぐりころころ運動：
nUI

N叫

山0

mI

卵＄

四＄

畠 ゆ
自

留 ニ
ニきんぺ■

胃松江営林署管内の三瓶国有林が投ぜられている。昔からみんミ
二が，ハイキングに来ていた少年なに親しまれ，大切に守ってき二
骨の不注意から79ha(草生地47,た山を，早く緑にしよう，焼失畠

;議繍齢駕灘騏雲《鱈)ろ鯛冒
;惑釧糠繍弾臨鯛駕;声鱸
;:1れを小中学生向けの｢森林教室｣’林署が受けとめたのである。言

1の中で生かし，ドングリの植え呼びかけにこたえて集まった畠
間込みを行ったのが「どんぐりこ小供たち,父母,先生方は140名旨
§ろころ運動｣であった(11月13を超えた。地元の大田市ばかり冒
冒日実施)。でなく，松江，出雲,江津市，冒
冒三瓶山は島根県のシンボルで，なかには広島県や鳥取市からの自
冒大山隠岐国立公園の中にあり，参加もあった。山を歩いてドン冒
昌6つの峰が環状に連なるトロイグリを拾い，それを植えた参加冒
冒デ型火山で,峰々 は男,女,子，者たちは，営林署のアンケート冒
目孫三瓶等と呼ばれ｢親は子を連に，「今後も続けてほしい」（67冒
自れ,子は親を連れ」と，家族ぐ歳，男)，「楽しかった」(10歳,篇
目るみで親しまれている山である。女),｢これからもぜひ参加する」＃
§神話の世界では，三瓶と大山を（8歳,男),｢火災の後の傷を早墹
§杭にして綱で引きとめたというく治したい｣(37歳,男)､「山火；
旨「国引きの山｣として登場してい事のひどさが印象的だった｣(33%
胃る。ここの国有林(707ha)では歳，女)等と答えている。』
目昭和30年から3カ年で民有保「ドングリの芽が出るのが楽§
目安林を買い入れた後,現在までしみ」(61歳,女)という声もあ冒
冒に3億円余を投じて治山事業がったが，こうした試みが国有林目

目行われ，火災被害後も4,100万をみんなで育てる芽になってほ員
屋円の災害復旧費を含む1億円余しいと願う。（筒井迪夫）爵
呂 爵

、

詮ﾛ叩皿ﾛ”叩醒謂聖昌昌”湘叩ﾛ加ﾛ邪叩叩珊Q叩叩叩皿ﾛ加ﾛ調顎霊霊霊睾雪空”U珊凹

ついて見ると，作業班を組織して

いる組合の比率は，毎年高まって

おり，62年度では総森林組合数の

78％に当たる1,354組合が作業

班を設置している。

林業生産活動が停滞傾向にある

中で，地域の近代的労働力として

の森林組合作業班の役割は高いが，

作業班員の高齢化が進行しており，

若年労働者の確保力課題となって

いる。

今後とも，森林組合が地域林業

の担い手として山村地域の振興に

寄与していくためには，広域合併

や組合間の協業を促進し，経営基

盤の強化を図るとともに，加工，

流通面における機能の充実，組合

員の森林を対象として行う分収育

林や，森林の信託等の推進が重要

となっている。
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森林の管理目標は，戦後一時期

の木材生産重視から，近時は水土

保全など環境保全や保健休養に重

点を置く方向に向かっている。ま

た，自然保護運動の高まりととも

に各種の地域生態系の保護に国民

の関心が高くなっている。

編著者の執筆の序を要約すると，

『わが国の山地の地形は急峻,複雑

で，かつ多雨なため森林・山地・

下流域の3者の保全はきわめて直

接的にかつ密接に関係している。

一方，森林は自然環境の多様性の

下で植生も土壌も多様なため，森

林の取り扱いによる森林自身の変

化および下流域への影響などは，

条件によって異なる。このような

条件の下で森林に対する人間の管

理の及ぶ範囲は限られ，農業のよ

うに集約度を高めることはできな

い。むしろ，与えられた自然環境

の下での森林の生態を正確に理解

し，その条件下で最も良く，かつ

創文の森林からのメッセージシ

リーズも4冊目となり,今回は｢森

林昆虫の生活史」という題で，林

業試験場（現森林総合研究所）の

元場長であり森林昆虫研究に長い

間携わっていた山口博昭博士が執

筆している。表題はいかにも昆虫

の専門的な話しばかりのような印

象であるが，副題の「害虫防除の

あり方をさぐる」が示しているよ

うに，著者の長年にわたる現場で

の研究から感じとってきた森林保

護に対する考え方が随所にちりば

められており，森林保護の関係者

のみならず，林業，農業，自然保

護などに関心のある方に広く読ん

でもらいたい好著である。

内容は全体が3つの章に分かれ

ている。第1章は「森にすむ昆虫

たち」ということで，1本の木に

すむ昆虫とそれらを取り巻く森林

生物社会の多様性と秩序などを取

り上げている。さらに最後に森林

合理的に自然を利用するにはどう

すべきかを考えることが安全で望

ましい方向だ。そのためには森林

の生活を環境との相互関係の下で

理解することが必要で，このため

には森林の生態学的な研究が役に

立つjということになろう。

この序から，長年にわたり森林

の生態学的研究に従事してこられ

た編著者の森林管理に対する思い

を読み取ることができる。その思

いとは「森林の生活を環境との相

互関係で理解すること」を基礎に

置けば，おのずから好ましい森林

管理の方向は決まるのだが，この

あたりまえのことが現場では時に

は忘れられ，画一的な管理が行わ

れていることへの危倶であろう。

編著者の堤利夫博士は，京都大

学森林生態学研究室の教授を3月

末に定年退職された。本書は編著

者の退職記念として出版されたも

ので，共著者は編著者が在職中に

の変遷と昆虫相ということで，森

林の変化に対応する昆虫たちの動

きを的確にとらえて対処していく

必要性を説いている。第2章では

｢森林昆虫の生活と適応，進化の

軌跡」という題で，著者のライフ

ワークであったトドマツオオアブ

ラムシという害虫の詳細な研究成

果を軸に，森林昆虫の生活の多様

さと適応のための戦略を解説して

いき，最後には今最も問題となっ

ている“マツノザイセンチュウ”

についても言及している。第3章

は｢森林の生物社会と昆虫の生活」

という題で，森林の中に生息する

多数の昆虫類の相互関係，食うも

のと食われるもの，天敵の役割，

昆虫が利用するにおい“フェロモ

ン”の話しとその応用，そして森

林の生物社会に新たに侵入して悪

さをする侵入害虫について述べ，

昆虫の大発生とその背景，さらに

は森林生態系が持っている安定化



育てられ,現在森林生態学の分野

で鋭意活躍中の大学の教官である。

内容は｢l森林の環境」「2．森

林の遷移」「3．森林の物質生産」

｢4．森林の物質循環」の4章から

構成されており，編著者の研究領

域でもあり，最近の発展の目覚ま

しい森林の物質生産と森林の物質

循環に全頁の33％，44％を充て

ている。物質循環にこれだけの頁

を割いた著書はその例を見ない。

森林生態学の全領域から見ると偏

った構成になっているが，このこ

とが逆にこの著書を特徴づけてい

る。森林・林業に関係する研究者

や学生の参考書としてはもちろん，

現場に携わる方々にも森林とはい

かなるものかを改めて認識し，森

林の利用と管理の基礎知識を得る

ために是非一読をお勧めしたい。

（岩手大学農学部・安藤貴）

作用を応用した害虫防除から害虫

管理への発想の転換と提言が行わ

れている。

内容はかなり高度なことも盛り

込まれており，専門知識のない方

には，いささか読みにくいところ

もあるかもしれない。しかし，著

者が長い研究生活や海外での調査

の経験から培ってきた森林保護に

対する考え方は，実は序章の「ま

えがきにかえて」と終章の「あと

がきにかえて」に非常にわかりや

すく要約されているのである。

昆虫について書かれた本は，現

在非常にたくさん出版されている

が，森林昆虫をこのような角度か

ら，しかも実際の著者自身の研究

や体験を土台として書かれた本は

あまり見当たらない。その意味で

も一読に値する書である。

（森林総合研究所

森林生物部・福山研二）
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､

森林利用学雑感

森林利用学などといえば，農

林関係の人でさえ「それはレジ

ャー産業関連の学問ですか」な
どと質問してくることが珍しく

ないご時世になってきた。昭和

30年ごろまでなら，それが林業

の収穫に関する技術の学問だと

いうことは常識に近いもので，
そのころの利用学には，まだ実

学，すなわち実践実証科学らし

さが残っていた。教科書，参考

書などは，現場の技術をマスタ

ーし，あるいは，少なくともそ

れを十分に理解した研究者や指

導者によって著わされていたか

らで，いちおうその時代なりに，

現場技術者にも座右のハンドブ

ックとして役に立つだけの内容

を備えていた。

ところが現在では，森林利用

の分野も，林業工学，林業土木

学，林業機械学などと細分され

たうえ，世は情報時代，ハイテ
ク時代とあって，様々な外部情

報が殺到するためか，学会，官

界，業界の技術中枢部近くにい
る人々ほど，新知識，新しい問

題の洪水への対応に追いまくら

れて，林業の現場技術，大衆を

バックアップするという，本来

の使命を忘れたかのように思わ

れる現象が，あちらこちらに見

えてきた。

近ごろの技術書，教科書や参

考書などには，日本の現場技術

にはあまり役に立ちそうに思え

ない，外国や雲の上での未完成

な試みが，未消化，無批判に引

用されていたり，現場に損失，

障害，災害を招きかねない誤っ

た情報までが，悠然とあぐらを

かいていることさえある。

外国の風変わりな機械を見つ

けては，得意になってそれの紹

介，導入を図ったり，ガマの油

売りのようなトリッキーな技能

と口上を技術と混同して推奨し

てみたり，小さな障害を防ごう

として命にかかわるような装置

を開発したり，どうも我々は知

らない間に地上とはかけ離れた

別世界に上がってしまって，そ

の中でお互い勝手に評価しあい，

満足しあっているように思われ

てならない。

このような事態になったのは，

森林利用学という名前が，人々

に理解されにくかったことが一

因と思えないこともないが，と

もあれ，いちばんの問題は，技
術大衆が，指導官庁や監督官庁，

教育機関や研究機関の，いわゆ

る雲の上の先生天国に愛想を尽

かしてしまい，積極的な技術討

論はもとより，批判，苦情すら，

仕掛けてこなくなったことであ

る。技術指導であれ，法規，予

算の力耐了であれ，ひとつのアク

ションを取って流した場合，常

に大衆現場からの正しい科学的

なフィードバックをとらえて，

成果の適否を確認する習慣をつ

けなければなるまい。

（指南車）

（この柵は潟集委員が担当しています）
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これからの育林技術の課題

日本林業技術協会蜂屋欣二

山林No.1260

1989年5月p.2～8

第2次大戦後，わが国の森林資

源は瞳的にも質的にも大きく変化

した。計画的な森林整備により人

工林の育成が進んで，天然林依存

から人工林主体の資源構造に移行

している。針葉樹人工林は全森林

の40％以上となり,1.000万ha

を超えている。森林蓄積も，主に

人工林の蓄積増加によって，年に

7～8,000万㎡のペースで増加を

続けており，資源の面だけから見

れば，国産材時代の到来も予想さ

れている。

しかし森林・林業を取り巻く諸

情勢はきわめて厳しい。林業経営

の収支も目立って悪化しており，

経営活力の低下が憂慮されている。

政府をはじめ林業関係者の努力に

かかわらず，林業経営を取り巻く

悪条件の改善は大変困難である。

林業の新たな展開を求めた，最

近の森林資源計画の改定，林政審

議会の林政の基本方向に関する答

申，さらに62年度の『林業白書』

の発表などを契機として，わが国

の森林・林業の今後の展望につい

て多くの論議が行われ，特に技術

問題についての検討も集中的に発

表されている。

この論文は，3月の全国林業試

験研究機関連絡協議会のシンポジ

ウムで講演したものを整理したも

のであり，省力と多様化の技術，

環境保全と育林技術，広葉樹の育

林業技術No.56819897

林技術，熱帯地域の育林技術など，

広く育林技術の課題について言及

している。

このように，今後の育林技術を

取り巻く技術的課題は大変多い。

生産と保全を考えた施業技術は，

これからの森林を管理する計画の

技術として，林業技術の中心に位

置づけられよう。生産機能と保全

機能とは必ずしも両立するもので

はないが，両者の機能の限界と関

連を具体的に追及していくとき，

両者の調整のための新しい計画の

技術が生まれる。

国家レベル，地域レベル，そし

て個別経営レベルと，いろいろな

段階ごとに生産と保全を考えた森

林管理の計画技術が中心となって

いくことが望ましい。

簡易緑化基礎工のための浸透

性土壌硬化剤の斜面安定効果

森林総研陶山正憲・堀江保夫

緑化工技術第14巻第1号

1989年3月p.10～17

崩壊斜面や人工法面の安定化の

ための究極の目的は，植生により

地面を被覆保護することであろう。

その理由としては，第1に植生に

よる被覆が侵食防止法として最良

の効果を発揮すること，第2に風

致上ないし環境保全上他の工法よ

り優れていること，第3にわが国

の気候風土が植被成立にきわめて

適していること，第4に工費の面

で他の工法に比べて一般に安価で

あること，などが考えられる。

しかしながら，このように優れ

た緑化工（植生工）を斜面安定工

法として採用する場合，その成績

向上のための重要なポイントとし

て，施工直後から植被の完全成立

までの数カ月間の侵食防止対策が

挙げられる。このよう鞍目的のた

め，従来，緑化基盤の安定化法の

開発が進められてきたが，その一

環として，現在，液状硬化侵食防

止剤として，アクリル重合体のエ

マルジョンの適用が考えられてい

る。合成樹種エマルジョンによる

被覆工は，緑化工のいわゆる養生

剤としてすでに実用化が進められ

ているが，不安定斜面を固定する

緑化基礎工としての実用化試験は，

まだほとんど実施されていない。

この論文は，合成化学の分野で

近年開発されたアクリスポリマー

を有効に利用して，簡易な緑化基

礎工を開発するための基礎試験を

実施し，①簡易緑化基礎工として

の侵食防止および斜面安定効果の

検討，②播種緑化工における侵食

防止および養生効果の比較検討，

などの一部について報告したもの

である。

木材耐久性における化学成分

の効用

東京大学善本知孝

木材保存15－2

1989年3月p､2～9

木材の構成単位は細胞である。

細胞は化学成分でできている。微

生物が木材を攻撃したときにまず

出合うのは，細胞が貯えている化

学成分の化学作用である。それと



前後して，細胞の壁を作る高分子

化合物に微生物は行く手をふさが

れる。微生物はこの邪魔な高分子

化合物を，自ら出す酵素により分

解して通路を開き，栄養物にたど

り着く。

以上のようなスキームに従って，

木材の化学成分が化学作用により

木材の耐久性に寄与する場合を考

えると，それには2つの場合があ

る。1つは化学成分の示す化学作

用，いわゆる毒物としての作用に

よる場合，ほかは障害物である高

分子化合物の官能基が示す微生物

酵素に対する抵抗性による場合で

ある。第1の作用を起こすのは主

に抽出成分であり，第2の作用を

起こすのは主にリグニンである。

この論文は，この2つの面から関

連研究の紹介を行っている。

抽出成分は，木材を有機溶剤，

または水で抽出したときに出てく

る化学成分の呼び名である。樹木

は幹の耐朽性向上のため抽出成分

を作るとされており，人が木材と

して使ったときにも抽出成分の防

腐剤としての寄与は無視し得ない。

木材の抽出成分含有量は絶乾時で

5％が普通であるが，熱帯材のあ

るものは20％にも及ぶ。

針葉樹と広葉樹のリグニンには

いくつかの違いがあり，とりわけ

前者がグアヤシル核（37）だけな

のに対し，後者がシリンギル核

(38)も含むことが顕著である。こ

れが木材の耐久性とかかわること

が十数年を経て証明された。

以上，化学成分の作用が腐朽菌

の侵入を防ぐ例を最近の文献に求

めてみたが，今後も微生物につい

ての知見は増え続けるし，化学物

質の分析技術は進歩し続けるので，

新しい展開が十分に期待できよう。

森林バイオテクノロジー研究

への道程

森林総研小谷圭司

森林総研所報No.8

1989年5月p.3

1980年代の後半になって，カナ

ダと西ドイツで，主として林木の

生理学を専門的に扱う学術誌があ

いついで発刊された。これらの

国々でいま，林木の生理学がこの

ように注目され始めた背景のひと

つには，おそらく現在欧米両大陸

の先進工業国に拡大しつつある大

規模な森林衰退があるとみられる。

もうひとつの背景は，今世紀半

ばに誕生し，その後急速に発展し

つつある分子生物学の成果が，実

際の産業技術や医療技術の開発に

応用されるようになってきたこと

があるだろう。いわゆるバイオの

時代である。

わが国では，林業あるいは林学

の主たる対象が林木という生物の

集団であるから，集団を取り扱う

生態学こそが，その生物学的基礎

であると考えられている。したが

って，林木を個体以下のレベルで

扱う生理学や病理学の研究領域を

カバーしている大学等研究機関は

きわめて少ない。

幸いにして，森林総研の前身，

林業試験場では，戦後いち早く長

谷川正男博士によって生理・生化

学研究が，さらに1950年には，戸

田良吉博士・石川広隆博士によっ

て林木の組織培養研究がなされた。

さらに1971年には,佐々木恵彦博

士が林木の分子生産物研究をひっ

さげてミズーリ大学から着任され

た。これらの3つの研究潮流がお

のおの受け継がれて今日に至り，

森林総研における林木のバイテク

関連研究を主導的に発展させるこ

とができたといえる。

37

このような研究の進展は，生物

工学研究棟の定成によっていっそ

う拍車がかけられ，次世代への明

るい展望を開くうえで，重要な役

割を果たすものと期待される。

植生･特定植物群落調査結果の

概要

環境庁自然保談局高橋進

国立公園472号

1989年4月p.2～12

第3回自然環境保全基礎調査で

実施された植物関係の｢植生調査」

および「特定植物群落調査」の調

査結果を紹介したものである。

わが国の自然の現況を把握し，

自然環境保全行政推進の基礎資料

とする目的で開始された「自然環

境保全基礎調査」（通称｢緑の国勢

調査｣)は，自然環境保全法第5条

に基づき，おおむね5年ごとに実

施されることになっている。

この中で最も基礎的で重要な要

素である植生については，第1回

調査以来毎回実施されており，植

物の分布を植物社会学的に分類し

て図示した植生図は，自然環境保

全のための基礎資料として最も活

用されている。

特定植物群落調査は，わが国の

植物群落の中から，地域の代表的，

典型的な群落や希少な群落などを

選定し，専門家による既存資料の

収集や現地調査により，その分布

や生育状況および変化の状況を把

握しようとするものである。

己

皇
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北海道大学農学部演習林研究

報告

第46巻第2号

平成元年1月

北海道大学農学部演習林

ロ和歌山地方演習林産スギ・ヒノ

キ植栽木の生長と材質

口水源地帯の水文学的地域性に関

する研究

口樽前山山麓の土砂害防止に関す

る研究

口野外科学におけるスケール論

一時空間問題の整理

□l､ドマツ造林木における凍裂発

達の観察

口食用担子菌の電気的細胞融合に

関する基礎的研究

ロカラマツ師部ファイバースクレ

レイドのリグニン

ロ高収率パルプの紫外線顕微鏡観

察

口食用担子菌の担子胞子に由来す

るプロトプラストの性状について

口桧山地方演習林の造林木の樹幹

ヤング係数

京都大学農学部演習林集報

第19号

平成元年2月

京都大学農学部附属演習林

口芦生演習林の鳥類相の季節変化

ロ北海道演習林標茶区人工林にお

けるエゾシカ害の状況と防護法GI)

ロ徳山試験地ヒノキ人工林の幹地

際部にみられる腐朽について

ロスラッシュマツ林の成長と現存

量

ロクモトウシスギ植栽後10ヶ年

林業技術N⑥､56819897

燕ここに紹介する資料は市販されてい

ないものです。必要な方は発行所へ頒

布方を依頼するか．頒布先でご覧下さ

るようお願いいたし蟇す。’''1''''''1’

間の生長経過について

ロ和歌山演習林における天然生林

の動態について(第1報）－第

9林班学術参考保存林におけるモ

ミ，ツガを主とした林分の直径生

長について

研究報告（林業部門）

No.19

昭和63年3月

長崎県総合農林試験場

ロヒノキ林の生産解析(XXI)

一西彼杵変成岩地帯の地位指

数推定

口空中写真によるヒノキ林分平均

樹高の推定

く研究資料＞

口栽培環境とシイタケの形質

福島県林業試験場研究報告

第21号

昭和63年11月

福島県林業試験場

口特用林産の経営改善に関する研

究（第2報）

口非皆伐施業の適応条件に関する

研究

口高海抜地における造林技術に関

する研究

口特用原木林の育成技術に関する

総合研究

1きのこ原木林育成技術

2．加工原木林育成技術

3．薬用等原木林育成技術

ロスギ・ヒノキ穿孔性害虫の防除

技術に関する総合研究

ロ病虫獣害・気象害による被害木

の回復に関する研究

1．獣害による被害木の回復試

験

2．寒風害被害の回復試験

口県産材の材質試験

口採種園産種子の品質向上に関す

る試験

九州大学農学部演習林報告

第59号

昭和63年11月

九州大学農学部附属演習林

ロモミ・ツガ林の発達一モミ．

ツガの生長におよぼす広葉樹の影

響（英文）

口海岸マツ林の松くい虫被害と経

営管理の実態－九州大学早良

演習林のマツ枯損と管理への影響

について

口自然休養林の利用と管理一

菊池溪谷におけるレクリエーショ

ン利用の実態と問題点

口乾しいたけの経営と品質管理に

関する研究

口電気処理のシイタケ子実体発生

に及ぼす影響

口スギおよびカラマツ造林木から

の実大寸法小割材における曲げ弾

性係数の材長方向変動

ロパーティクルボードの曲げ疲労

における疲労過程およびS-N関

係

研究時報第14号

平成元年1月

大分県林業試験場

□くん煙剤によるヒノキカワモグ

リガの3年連続防除効果

ロスギ丸太の効率的乾燥方法に関

する研究
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東北地方でマツ枯れの勢いが
落ちたことについての仮説

佐保春芳

然分布域以外に人工的に植え，そ

れが広がった場合が多く，ハイマ

ツのようにはっきりとした天然分

布がわかりにくい。また，東北地

方のマツは北へ移動する先端部に

あり，きわめて活発に元気いつぱ

いに生きている群であると考えら

れる。そして，もし，次に地球が

寒冷化に向かうときは，まず打撃

を受ける群でもある。現在は温暖

化の終局にある（温室効果問題が

あるが）とのことなので，まだ北

のアカマツは元気なのであろう。

39

そこで，アカマツが九州から東

北まで基本的に同じ温度要求を持

っているとしたら，九州の海抜

700～800mが東北の平地にあた

ることになり，九州の低海抜地に

ありマツノザイセンチュウにより

枯死したアカマツは，住みやすい

海抜700～800mの所より少し暑

い地域で生きていて，やや元気が

なかったといえるであろう。

3．東北林木育種場の実験結果が

示すもの（マツの耐病性）

東北林木育種場のマツの精英樹

候補木のいくつかの家系の苗を九

州に送って，マツノザイセンチュ

ウを接種したきわめて注目すべき

実験結果がある。それは，いくつ

かの家系の苗木が枯死率50％以

下を記録したことである。天然生

林から選び出された生長．形質の

良い家系が，マツノザイセンチュ

ウに抵抗性を示したことになる。

激害地で生き残ったものを抵抗性

候補木としたのとは，別のことで

ある。すべて生長の良い個体群か

ら選んだわけで，天然・自然の林

にはザイセンチュウ抵抗性個体群

はもっと高率に存在している可能

性を示唆している。

1．はじめに

九州・四国・中国・関西と猛烈

な勢いでマツが枯れ，関東地方か

ら東北地方に入って，やや勢いを

落とし，東北地方でも岩手県に入

って，ぐっと速度を落とした。こ

れは枯損木の伐倒駆除という大努
たよむの

力の「賜物」であり，同時にマツ

ノザイセンチュウが高温を好む性

質からの現況である。

樹木も人間と同じく元気ならば，

病気にかかっても枯れにくいこと

は知られている。そこで，もう少

し見方を広くしてみると，東北地

方のマツに特色があるように思わ

れるので，それらを総合した結果

として，マツ枯れの速度がさらに

鈍ったといえないだろうかと，ア

カマツについて考えてみた。

2アカマツの分布

氷河期以後にハイマツは1万年

以上もかけて北へ移動し，また，

高山へ逃げたことは知られている。

これと同じことがアカマツでも存

在したと考えることは可能である。

ただ，ハイマツは天然・自然のま

まであるが，アカマツは人間が天

写真･1東北地方でマツ枯れが始まった場所。ここでは一挙

に大発生したが，その後，徐々 に北上している(1975
年11月，石巻）

林業技術No.5681989.7
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写真･2集団枯れの例

4．森林総合研究所東北支所の研

究成果（マツの光合成とザイ

センチュウによる枯死）

森林総研東北支所の実験で，光

合成を盛んにするように光を十分

に与えたマツは，ザイセンチュウ

を接種しても，弱い光を与えたも

のより枯れにくいことが明らかに

された。光合成が盛んになればマ

ツは元気になるはずである。東北

地方は九州よりマツの生長期に日

照時間は少し長くなる。しかも，

九州より梅雨期は短く，生長期の

全期間がタップリ太陽光を浴びる

状況が稚樹のときから連続してい

るのであるから，その累積された

差は相当なものになると考えるこ

とはできないだろうか。南と北の

このような比較を行った実験が見

あたらないので描論の域を出ない

が，タップリ太陽の恩恵に浴する

北のほうのアカマツは相当に元気

であるといえそうである。

5マツノザイセンチュウ

マツノザイセンチュウは高温を

好む性質を持っていることは，十

分に知られている。接種して25℃

以上に保つと実験はうまくいく。

ただ，ザイセンチュウはゆっくり

と温度を下げていくと,-20℃で

(高萩）

写真･3ザイセンチュウによる枯れと似ているが,根
にアズマタケが寄生していた。また，カイメ

ンタケと思われる腐ったきのこが寄生して

いるマツがあったが，これも後に枯れた。

も死ぬことはなく，ゆっくりと元すばらしい実験結果といえる。こ

に戻せば活力あるザイセンチュウれらの事柄を総合すると，東北地

に戻るわけである。しかし，例え方のマツ枯れは次のようになる。

ば，盛岡の夏の温度はザイセンチ1気温が低くマツノザイセン

ュウにとって十分な温度であろうチュウの活動が低下する。そのう

が，夜の涼しさはザイセンチュウえ，枯死木の伐倒駆除の大努力が

の活力を落とし，全体として活発ある。このため枯死するマツの本

な時間は短いことになる。数はおさえられ，伐倒駆除の効果

乾燥した年にマツ枯れが多いこは大きい

とは著名な事実であるが，これを2．天然生アカマツに抵抗性個

裏返しすると，ザイセンチュウを体群が多く混じっている可能性が

接種してから十分に水を与えると多く，マツは元気であると考えら

枯れにくくなるという関西支所でれる。よって，大集団で枯れにく

の実験もあり，マツの健康度を低い

下させると発病しやすくなること3．マツの生育期の日照が九州

を示している。より長く，光合成の年間絶対量が

6．むすび多いと思われ，マツは元気である

今まで数多くの研究がなされてと考えられる。したがって，枯れ

きている。ただ，南と北のマツをにくく，年越し枯れが多くなる

比較するような実験はないので，4．地球的規模でのアカマツの

東北林木育種場のマツをより高温北上があり，九州低地のマツは北

な九州に移して接種しても，生き上に遅れ少し弱った群であり，東

残ったものが現れたということは，北のマツはもっとも元気なものぱ

林業技術No.5681989.7



かりであると考えられる。そのた

め，伐倒駆除の効果が出やすい

以上の4点に集約されそうであ

る。結果的に相乗作用があってマ

ツ枯れが勢いを落としたと考える

ことはできないだろうか。また，

病害研究上の問題としては，樹木

の健康度の測定がある。人間でも

数値として把握できないのである

から，樹木では当然かもしれない

が，何とかならないかと思う。病

害研究者の立場から，この健康度

判定法の開発を切にお願いしたい。

以上の小文はアカマツのまだ論

じられていない性質の推論を軸と

して述べたものである。東北林木

育種場と森林総合研究所東北支所

の研究結果は，筆者の長い間抱い

ていた疑問の1つ「北のアカマツ

は元気であるに違いない」にある

解答を与えてくれた。この小文は

まだ推論の域を出ない点があるの

で，ご批判をいただき，そして，

さらによい方法を考え出して，ア

カマツを守りたいと切望している。

(三重大学生欝箪嬢製織灘）

四国におけるコウヨウザンの人工林の

－事例

1．はじめに

わが国において外国樹種の適応

化に関する試験．研究は，戦前か

ら研究者の間でいろいろな樹種に

ついて行われてきたが，それらの

報告は，育林段階の初期だけとか’

間伐時期など断片的な内容にとど

まり，造林から収穫，さらには利

用面まで一貫した調査報告は非常

に少ないのが現実である。

昭和63年の秋,高知営林局清水

営林署において，昭和7年度に造

林された57年生のコウヨウザン

が収種されるという情報を得たの

で，この人工林を1つの事例とし

て，これまで行われた施業および

造林の成果である収穫量あるいは

利用の実態等を調べれば，林業経

営上コウヨウザンがどのように評

価できるか，その参考になればと

考え，清水営林署長および同署経

営課長の協力を得て調査し，取り

まとめることにした。取りまとめ

佐々木隼人

た内容は，清水営林署の林班沿革

簿と収穫調査結果が主体で，利用

の実態は平成元年1月19日現在，

まだ製材されていないので調査で

きなかった。したがって，内容的

には不十分な点が多く，この事例

をもって断言できないが，今後，

コウヨウザンを取り扱う場合に何

らかの手がかりになれば幸いであ

る。

2．コウヨウザンの概要

コウヨウザンは，I林業百科事

典』等によると，中国と台湾に2

種あって,常緑の高木で高さが30

mに達し，樹皮がスギに鬮以して

いる。

子葉は2個で，葉は線状披針形

を呈し，枝の左右に密に配列して

いる。雌雄同株で4月ごろ開花し，

雄花は枝端に群生し，単一の頭状

花序または複頭状花序で，雌花は

頂生あるいはほとんど頂生で，基

部は短縮した鱗片状葉に包まれて
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いる。球果は卵状を呈し，鱗片は

革質で上面の中央に3つに裂けた

ものが種子鱗片に当たり，3つの

倒生胚珠がある。また，種子には

狭い翼がある。

材質はスギに似ているが，心材

と辺材の区別がやや不明で，木理

は通直で加工しやすく，一種の香

気がある。また，耐久力が強く，

シロアリの害をほとんど受けない

ので，台湾や中国の温暖地方では，

重要な造林樹種になっており，用

途は一般的に建築材，土木用材お

よび箱等であるが，特に棺材に貴

ばれている。しかし，日本では事

業的に造林された例はあまり見か

けることがなく，庭園樹として利

用されているようである。

3．コウヨウザンの造林地

(1)位置および所在地

コウヨウザンの造林地は，図．l

のとおり高知市から南西へ約150

kmの所にあり，海岸からわずか6

kmほどしか離れていないので，そ

の周辺の小高い尾根等は，台風の

ような強風の場合，潮風の影響が

生じるおそれのある地域である。

所在地は，高知県土佐清水市三

崎地区の清水営林署が管理してい

る「辛川山国有林71林班い小班」

で，沢沿いの一角を占めている。

(2)地況

気候は黒潮の影響を受ける南海

型に属し,年平均気温は16｡C前後

と一年を通じて比較的温暖である。

年降水堂は2200m程度で，一年

を通じて見ると，林木の生長期と

休止期に大きな違いがある。すな

わち,前者の4月から11月の間に

は，梅雨や台風の襲来等の関係か

ら雨蝋が多く,年降水量の85％に

のぼり，逆に，後者の12月から3

月の間は雨量が少なく，また，空

林業技術No.5681989.7
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たりの延人員が3.1～3.7人と他

の年に比べ著しく少なくなってい

るので，記録では全面積行ったこ

とになっているが，実際には林床

植生や造林木の生育状況に応じて，

その必要のある部分のみ下刈りが

行われたものと考えられる。しか

しながら，コウヨウザンの区域が

実際に何回下刈りされたかについ

て，資料がないので論ずることは

できない。

つる切りについては，昭和15

年度に15ha,25年度に20ha実

施された記録のみで，実際に行わ

れた区域は明らかではないが，コ

ウヨウザンの区域は一般的につる

の発生しやすい沢沿いの中腹以下

にあったことから，記録されてい

るように2回のつる切りが行われ

たと解すべきであろう。

除伐については，25，26両年度

にそれぞれ約12haずつ，合わせ

て約24ha行われている。この面

積は，造林された4機腫全区域の

約90％を占めていること,および

25年度には,除伐のほかにつる切

りが同じく約80％の区域につい

て行われており，また，つる切り

と除伐は現地の実態によっては

一体的に行われがちであること等

を考えると，コウヨウザンの区域

についても25年度か26年度のい

ずれかの年度に除伐が1回行われ

たものと考えられる。

4．収穫

コウヨウザンの人工林の収穫は，

昭和63年の夏から秋にかけて行

われた｡その量は立木材積で41㎡

と少なく，搬出条件は図･2でわか

るように，集材架線により350m

程度の引き上げとなり，これだけ

では採算がとれないので，隣接の

ヒノキ人工林等と併せて収種され

詞

k、
図．l付誇図

表･1施業の経緯
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注）林班沿革簿より抜粋

気が乾燥する時期である。

地質は，四万十帯の中生代白亜

紀の四万十川層群に属し，基岩は

砂岩から成り,土壌型はBD型であ

る。

標高は490～520mで,方位は南

東に面しており，斜面の傾斜は

20.程度である。

このようなことから，気候は林

木の生長には都合がよく，土壌条

件等から自然条件はスギの生育に

適しているといえる。

(3)施業の縄偉

このコウヨウザンの造林地に関

する施業の記録は，清水営林署の

林班沿革簿しかない。それによる

と表｡lのとおり，昭和7年度にス

ギやヒノキ，ケヤキとともにコウ

ヨウザンは800本造林されている。

このときのha当たりの植栽本

数はスギ約2,100本，ヒノキ約

1,600本，ケヤキ1,()00本となっ

ているのに，コウヨウザンは約

2,700本と著しく多くなっている。

ここで残念なのは，このような植

栽密度にしたことに関する記録が

ないことである。

下刈りは造林された翌年から毎

年1回5年間続けられ，1年止め

て7年目に最後の下刈りが行われ

ている。しかし，1回目の下刈り

と最後の下刈りについては,ha当

林業技術No.56819897
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表･2コウヨウザンの収穫量
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図･2収穂付誘画
注）清水営林署の収穫調査資料による

伐を必要としたいわゆる育林の時

期に潅木等のほかの植生との競合

に負けはしなかったのか，あるい

は，風や雪等による気象害はなか

ったのか等を明らかにすることが

できなかった。

また，後者の心腐れの生じた原

因についても，樹種の特性が主因

なのか，環境条件が主因なのか等

を明らかにする手がかりを得るこ

とができなかった。

5．販売および利用方法

コウヨウザンの伐採および搬出

は，清水営林署の直営生産事業の

請負の形態で行われたため素材と

して販売された。

販売の原点ともなる採材の方法

は，その材の用途によって決まる

ものである。しかし，コウヨウザ

ンが実際にどのように使われてい

るのかわからないので，一般の建

築用材に使用されるものと想定し，

スギを採材する場合の考え方で採

材された。その結果，長径が3m

のものが92本,4mのものが134

本,合わせて素材の材積で31.325

㎡の丸太が生産された。

立木材積は，前述したように

41.25㎡であったので，素材の歩

止りは76％(31325㎡÷41.25nf

×100）となった。

この31.325mpの素材は,すべて

昭和63年11月10日に一般競争

入札に付され，木材業3社が入札

に参加した。その結果，愛媛県宇

和島市内の「冨岡木材工業株式会

社」に478,890円で落札された。

したがって，1㎡当たりの販売価

格は15,288円となる｡参考までに

この日一般競争入札に付されたモ

ミの平均落札価格が㎡当たり

16,799円であったので,一口でい

えば,今度販売された57年生人工

林のコウヨウザンの素材は，天然

生のモミ程度しか利用価値がない

と評価されたといえよう。

実際の利用方法を調べるため，

清水営林署を通じて，コウヨウザ

ンの素材について追跡調査を行っ

ているが，平成元年1月19日現

在，買い受けた冨岡木材工業でも，

その使い方を決めかねて，製材さ

ることになった。

収穫されたコウヨウザンの径級

等の内訳は表・2のとおりで,総本

数は76本,立木材積4125㎡であ

る。

立木1本当たりの大きさは，単

純平均すると，樹高19m,胸高直

径26clll,材横0.543nfである。

参考までにコウヨウザンといっ

しょに収穫されたスギとヒノキの

単木材積を単純平均すると0790

nfと0.374㎡でコウヨウザンのそ

れと比較すると，スギが145,ヒノ

キが69となり，コウヨウザンは両

者のほぼ中間に位置した。

今回，コウヨウザンの人工林が

57年生で皆伐されたが,ちょっと

気になったことが2つあった。1

つは，主伐された本数が植栽本数

の10％に満たなかったことであ

り，もう1つは，沢に近い所に生

立していたものには心腐れのある

ものが多かったことである。前者

については，植付けしたときの活

着がどういう状況であったのか，

また，下刈り，つる切りおよび除

林業技術No.56819897
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会員の広場

れずにまだ素材のままであるとの

ことである。

6．考察

以上のような不備な調査結果で

コウヨウザンについて論ずるのは，

身分もわきまえず失礼と思うが，

私力轄じたことを述べてみる。

まず，コウヨウザンがわが国に

おいて造林獅種としてどう位置づ

けられるであろうか。

この事例に限っていえば，造林

樹種とすることには問題がありす

ぎるといえよう。

前述したように57年生の素材

がnf当たり15,000～16,000円程

度となれば，伐木造材および集運

材等にかかわる経費を考えると，

造林した者の手もとに残るのは，

わずかな金額である。また，単木

の生長量を見ても，スギとヒノキ

の中間程度であり，特に，コウヨ

ウザンを導入しなければならない

という論拠に結びつき難い。また，

林分としての生長量について分析

する資料が得られなかったが，こ

の点が明らかになれば，コウヨウ

ザンの造林樹種としての評価は決

まるのではないかと思っている。

現在のところ，コウヨウザンは

事業として考える必要性がないと

思うが，現実に造林されている所

については,萌芽更新について研

究してみる価値があるのではなか

ろうか。

なぜならば，コウヨウザンの萌

芽力は，ナラやクヌギに負けない

くらい旺盛である。現に今度，伐

採された4カ月後（平成元年，月

末）木枝条等で覆われていない伐

根からは,5m程度の萌芽が発生

していた。

このような萌芽力の強い根株が

ある所にスギやヒノキを造林した

場合，下刈りや除伐に要する経費

が掛り増しになりはしないか気に

なるところである。

今後,わが国の育林については，

そのコストを低減することが大き

な課題になってきているので，コ

ウヨウザンが萌芽更新によって目

標とする森林に造成できるとなれ

ば，立地条件によっては，一代限

りの造林,あるいは人工播種を対

象にする樹種になることも考えら

れる。

いずれにしても，一定の成果を

得るには長い年月を要するので，

新たな研究材料の造成は，当分の

投稿募集要領

間考えずに，現在ある事例を求め

て，まだ明らかにされていない部

分の研究を行う必要があろう。

7．おわりに

以上のように，わずかな資料に

より，恥を顧みず独断と偏見で，

四国におけるコウヨウザンの造林

地について事例を紹介した。

その中で今後の検討を要すると

思われる事柄を述べたが，再度ま

とめてみると，①林分としての生

長量はどの程度あるのか,②心腐

れの原因は何か,③わが国におけ

る用材としての使われ方はどうか，

④萌芽更新の可能性はどうか，な

どである。今後，これらについて，

可能な限り明らかにしていきたい

と考えているが，このほかに，コ

ウヨウザンの造林地があれば，今

回紹介した不備なところを修正，

あるいは補正していただきたいと

思う。

最後になったが，この報告を取

りまとめるにあたりご協力を賜っ

た高知営林局清水営林署の山中信

行署長，平野幸延経営課長の両氏

に謝意を表する次第である。

（関西林木育種場四国支場）

■技術体験の紹介，実験･調査等の結果の発表。要点をできるだけ簡単に書いてください〔400字詰原稿用紙12枚
以内（図・表写真を含む)〕

■日常，業務にたずさわっての林業全般（林業政策･技術振興等）に関する意見･要望，本会運営に関すること，会
誌についての意見等[400字詰原稿用紙8枚以内〕

口上記についての投稿は会員に限ります。また原稿は未発表のものをお寄せください

口原稿は誌面の都合で短くする場合もあります｡原稿の採否,掲載の時期はできるだけ早く本人にご連絡いたします
口原稿には，住所・氏名（必ずふりがなをつける）・職名（または勤務先）および電話番号を明記してください
口掲載の分には，薄謝を贈呈いたします

口送り先〔〒102〕東京都千代田区六番町7日本林業技術協会編集部

林業技術No.5681989.7
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林 業関係行事 一覧

7月

区分 行事名 主悩団体・会場・行事内容等期間

平成元年度国有林野事業安

全週間

地域林業振興検討会

(東日本地区）

第17回JAS製材品普及推

進展示会

第17回日本椎茸農業協同

組合連合会箱物品評会・第

37回全国乾椎茸品評会

第6回朝日グリーンセミナー

三重県乾椎茸共進会

建築用針莱樹材の乾燥技術

研習会

第22回宮城県乾椎茸品評

会

第2回地域優良木工品．ク

ラフト全国展

第4回夏休み親子木工教室

林野庁

全国町村会。青森県内各地

全国木材組合連合会。東京木材市場

全 国
７
５
－
－
１
３
６

●

●

●

７
７
７

〃

中 央

日本椎茸農業協同組合連合会。千代田区公会堂。優秀品に対して林野

庁長官賞等を授与

7.7〃

(財)森林文化協会。千莱県小櫃川河口。テーマ「干潟の生物」

三重県椎茸農業協同組合。三重県松阪市

(財)日本住宅･木材サービスセンター。北海道(7.19～21)。長野県(7

月中）

宮城県特用林産振興会。仙台市内。優秀者に林野庁長官賞を授与

7.8

7.1］

7月

〃

重三

〃

宮
中

7月中旬

7.21～30

7．29

城
央 (財)日本木材備蓄機構。ウッデイランド東京。地域の木材資源を活用

して作られた優良なデザインの木工品・クラフトを展示

全国木材組合連合会。東武百貨店池袋店。キット部門・自由工作部門，

10月に作品展を開催。応募は東武コミュニティ文化センターへ（7月

14日締切）

〃

8 月

主催団体・会場・行事内容等区分 行事名 期間

㈱日本治山治水協会。第5回民有林治山工事コンクール

全国木材組合連合会。東海木材相互市場

日本治山治水協会総会

第17回JAS製材品普及推

進展示会

第4回会津簡原親子自然教

室

中 央 ３
４
ｅ
Ｃ

８
８〃

㈹全国木材組合連合会。福島県南会津郡舘岩村。森林誠座･丸太切り・

手作り木工教室・星座説明会・ニジマスつかみ・ジャガイモ掘り・ス

ポーツ大会。申し込は東武コミュニティ文化センター

岐阜県。岐阜市文化センター

8.9～13〃

岐
中
阜
央

第21回岐阜県林材振興大

会

全日本山岳写真展

8.24

8.31～9.5 全日本山岳写真協会。新宿小田急百貨店グランドギャラリー
･

林業技術No.5681989.7
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＜平成元年度＞

山火事予知ポスター「図案」「標語」募集要領

＜要旨＞山林火災の危険を広く国民一般に周知させ，

山林火災の予防・森林愛護の必要性を強調したもの。

ただし未発表の創作に限る｡入選作品のうち特に優秀

なものは平成元年度当協会作成のr山火事予知ポスタ

ー』として採用します。どなたでも応募できます。

＜作品要領＞図案について，ポスター用紙は51CnlX

36cII1,縦がきとする。油彩．水彩．クレヨン何でも

可。ポスター作品の裏面にも住所・氏名を明記のこ

と。標語については官制はがきに’人何点でも可｡文

語，口語長さも自由。

応募作品は一切お返ししません｡入選作品の著作権

はすべて日本林業技術協会に帰属することとします。

＜募集締切期日および送付先＞平成元年9月5日締

切(当日消印有効)。日本林業技術協会『山火事予知ポ

スター図案・標語』係まで。

＜発表＞入賞者には直接通知するとともに，会誌｢林

業技術」10月号に発表いたします。

＜入賞者には＞l等（図案･標語の部各1名）日本林

業技術協会理事長賞（副賞として記念品)，2等（図

案･標語の部各2名)同麓(副賞として記念品)，佳作

若干名には記念品を贈呈いたします。

日本林業技術協会

協会のうごき ’ ◎番町クラブ6月例会

6月28日，本会会議室におい

て，小山博基氏（東京製鋼KK取

締役部長)，押尾祐三氏(同社機工

部技術課長)を講師として｢瀬戸大

橋架橋に携わって｣について講演。

◎海外派遣”'又可〕天ﾉ，”庵祠二氏u則江曄-L‐

インドネシア，マレーシア，プ部技術課長)を講師として｢瀬戸大
ルネイ国へ海外林業事前調査のた 橋架橋に携わって｣について講演。

め鈴木理事長を6月7～16日ま

で派遣した。 ＜個人終身会員こ功叺のおすすめ＞

個人終身会員になれる方

◎海外研修員の受入れ’年令50歳以上の方
1.氏名：李遠欽（中華民国行政院2.終身会費3万円（一時払い）
農業委員会林業虚技正）平成元年度年会費3.500円をす
ほか9名でに納入された方は，その額を

内容息林業経営および林業政策控除した額
期間:5/30～6/19

2.氏名：鐘績堯（中華民国台湾省く会費納入のお願い＞
政府秘書虚第五組技正）本会の会費未納の方は，会誌挿

ほか2名入の振替用紙をご利用のうえ納入

内容：木材生産技術下さるようお願いします。

期間：5/30～6/28○正会員……年額3.500円（前年

同額）

◎調査研究部関係業務

6月1日，本会会議室においてく休日のお知らせ＞

｢水源地森林機能研究会｣平成元年6月から当協会では毎月第2・

度第1回委員会を開催した。第4土曜日を休日とさせていただ
炉やー~令一一一つ‐一幸亡合一=･凸凸一一一ロー~｡~‐今一一今一寺一一‐一一一一＝~凸一一凸凸凸･■■垂心■■ロ■＝凸。一・・‐凸今一一一一一一一むっ＝凸一一一一一一一口一一一一一一一一一÷・~＝1

1日本林業技術協会北海道事務所〒060札幌市中央区北4条西5-1北海道林業会館3階｜
|盃（)11（231）5943㈲，011（251）4151㈹内線20･37FAXO11(231)41921
1東北事務所〒020盛岡市菜園1-3-6艇林会館9階丑0196(23)8161㈹内線2631
1宮城事務所〒983仙台市上杉2-4-46宮城県森林組合会館㈹宮城県民の山造成会内I
|a022(223)9263個群馬事務所〒378沼田市井土上町462-la0278(23)4378;
も..‘_‐‐‐‐．．‐‐‐‐‐‐‐－－－－－－－－－‐‐‐－－－－－－－－‐‐‐－．－．．．－－－－－－‐‐‐‐‐－－－－－－－－－‐‐‐‐‐‐‐‐‐－．－．‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐－－－－－‐』
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き，ご用件は留守番電話にて承り

ますのでよろしくお願い申し上げ

ます。

訂正とおわび

本誌6月号(No.567)の40ページ

本文上から5行目に，誤りがありま

したので，ここに訂正とおわびを申

し上げます。

(誤）・・識長に森林開発公団理事野村

靖氏を選出し，…→（正)･議長

に会員野村靖氏を選出し，…

平成元年7月10日発行

林業技術
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編集発行人鈴木郁雄
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’百森
林
。

墓森
林
・
林
業
行
政
研
究
会
／
編

●木造住宅から木材の成分利用ま

で510ジャンルに及ぶ百の木材

利用事例をオールカラーでダイ

ナミックに紹介／

●全都道府県，全営林(支)局の木

材需要拡大への取り組みも一挙

に掲載.／

●各界著名人の木にまつわるコラ

ムを5本収録′

コラム執筆者“戦順･敬榊鋤

北島三nl1/佐藤愛f/･3錨叩］
楽／宮崎緑／椎淵鋤IA

●木材利用の有識者による木の話

も併せて掲載／

木の話執筆者“仙順･‘鯛澗紛：

ノ錐幹章/渡辺鋤1／西岡瀞．

／泰月I男／荻野識雌

近年、森林に対する国民の要請は，林産

物の供給にとどまらぶ国土の保全水

謙原のかん鶴保健・文化･教育的活動
の場の提p蒔公MW機能の発揮へと多概

化高度化しつつある。このような･N"

の変化･進展等に対応した森林･林業の

あり方を考える上で;般新の内外の森林・

林業を巡る諸淵雛を的確に掴爵すること

の必要性は一段と強くなっており，これ

らを総合的に解晩したものは雌炎的少な

く、その出版が僻たれて↓､た。本書の特

色は，森林･林業にI側する端丘の出来聯

や華本的鋼噸をキーワードとして選択
し，そのZ獅海に新しい備報や統肩|澄料

を使って具綱iりな鵬兇を行&．、利用しや

すく､ように取りまとめた点にある。

本 の

指
標

木づかい
木ｷ狩り用事例集

林
業
晶
企
側
産
業
の

材
/金、

珊聡 業 ◆◆

0 木材利用研究会鋸

特用林産むらづくりの実務民有林法令要覧｜
林野庁圏彦林野庁監修

A5判|/380頁/定価3.300円/〒310IB6判/1418頁/定価4.800円/〒310

保安林の実務
林野庁監修

A5判/458頁/定価3,800円/〒310

豊山潟村とﾘゾー ﾄ鯛整備改訂森林組合法の解説 造林関係法規集
農赫水産省大臣官房企画室監修林野庁森林組合課監修林野庁造林課監修
A5判/236頁/定価3,300円/〒310IA5判/270頁/定価3.500円/W10IA5判|/1168頁/定価6,000円/〒310

この広告に記載している価格は，消費税抜きです。お買上げの際は，消費税額が加算されます。

林野庁監修

「木をいかす」篭蕊驚里（財)日本木林備蓄機構発行
（社)日本林業技術協会編集

この冊子は，林野庁監修のもとに，日本人が木材を暮らしにどのように生かしてきたか，いまどんな使い方を

しているのかについて取りまとめたもので，木材に対する理解を深め，その利用と普及を通じて木材需要の拡大

に資するよう編集した，わかりやすい出版物です。

研修や行事（イベント）の資料としてご利用ください。

〔定価500円，税込（〒共)]

<内容＞①日本の家昔ながらの家・現代の家，②暮らしを彩る木のある暮らし．木を楽しむ．アウトドアラ

イフと木，③木の上手な使い方木にもいろいろある．なぜ木がよいのか．新しい木④木をいかすQ

andA薄い板に釘を打つには・逆目をどうするか．木口をきれいに削るには．木うら木おもて．征目
と板目・心材の耐久性・心去り柱とは･…･･など20余の質問と回答

※問合せ先（財)日本木材備蓄機織窓03-816-5595/('社)日本林業技術協会（事業部)a03-261-5281

ビジュアルでわかりやすい一日林協の普及図書

間伐の手引〈図解編＞
一選木から伐採・搬出・利用まで一

林野庁監修B5．20頁・カラー・600円（〒共）

間伐の効果,作業の手順,伐採･搬出･利用･販売までの間

伐のすべてを詳細なイラスト・写真でみせる。

間伐の手引<解説編〉
－選木から伐採・搬出・利用まで一

林野庁監修B5．60頁・600円（〒共）

現場に密着した間伐の実際面を中心に間伐問題全般につ

いて，事例をまじえながらわかりやすく解説。

瀬定価には消費税は含まれていません

(社)日本林業技術協会一



特許出願中

K え

雨､雪､結露､低温(-25℃)､高温(80℃)でもビクともしない堅牢性と30,720データの露､低） ）

,八
》急ぞ ＝1.で

AI】

竺喧鰯噸.←季一一‘,－－二目・＝＝

<KADEC-Uシリーズの構成＞<KADEC-Uシリーズの特長＞

■低温から高温(-25℃～＋80℃全域の精度保証)､雨、

雪や結露にビクともしない全天候型のコンパクト設計

画30.720データの大記憶容量とバックアップ電源によ

り、長期無人観測が可能

■各種のセンサと接続できる入力が用意されているの

で、既にあるセンサを無駄にすることがない

■AC電源が不要記録紙不要、保管庫不要等、設置

条件を選ばない、､手間いらず'′設計

■測定データは、ホストコンピュータへ転送して、専

用ソフトウェアにより簡単に解析
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地温

水温
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流速計

<KADEC-Uシリーズの訓.測システ診､例＞

計測中(センサ→KADEC）データ処理(八ンデイカードー･パソコン）
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EC－UシIﾉース

タマャ昨則”私慌式芸社

〒104束京部中央錘銀座4.4-4アートビル
TEL.“-561.,8711mX､03-561-8719RTAM/AMAKADEC－Uシリーズ



●先端技術で林 とらえる,日林協 二忽
平
成
元
年

昭
和
二
十
六
年

軽量なうえ携帯にも便利，だから現場作業

に適しています。

’パソコン，マイコンに比べると，はるか

に安価です。

童カナ文字採用ですので,見やすく,親し

みやすく,また,一般事務，計算業務な

ど活用できますb

七
月
十
日
発

九
月
四
日
第
三
種
郵
便
物
認
赤
（
毎
月
含
回
十
日
発
行
）

日林協の
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塵ソフト価格￥1s,ロロロ

※八一ドのみの販売はいたしません。

りi,/重量7009SIZE:タテ145リi,/横202%/厚さ24

実 届
いてI煎械‘;1．弾，似l化上に必要な誤潅調整したX･Y|座標

航と而破が求められます。
すばる

目

林道墓本設計計算機 卯

架線設計計算機

《特徴》

1曇架装索による集材架線から簡易索張りに蕪るまて；刷
内で使j村ぎれているほとんどの謁長り〃式の没制計算が

I'1能です。

空．架線の設i汁データを入ﾉJするだけで，梢度の商い設計
計算襟が作成されます。

塞今まで;;|･算がI村難だった安全率に応じた雄大使用荷砿
を求めるIil･l算式がプロク露ラムされています．

ｆ

林
業
技

《特徴》

I曇林道の!|'心線測敵におけるllli線設定に当たって，従来

のllll線渋を川(‘るとIIilじ感党て：どの曲線IMjLからでも

必要な数値を求めること力遜&地で容易。

…･交角践侃掎角法，切紛M支距法，四分の。法

ヘアピンIIII線の投繩群

等林道の工'l徽斌械算において,1職計算師端断I向職
、I秘J法による)を,各測点における|折面積データを入力す

るだけで;i>KIIII毎の切取駄,朧.上IItの計算が容易である。

また、入ﾉJしたデータをカセットに記臆呑せること力珂

能で，‘没’汁変更等の再計算も容易。

毒圭姪ゴログラム

術
コンパス飼信

《特徴〉

1婁測鮭l也の犠称，測点順の方位角．高低角，癖蠅離のテ
第
五

〒102束京都千代田区六稀町7帯地
振込銀行/三菱･麹町霊0067“2
振替東京3-60448 社団法人日本林業技術協会駒:昌鬮籠里(代墨）
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